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２
500 年以上途絶えることなく続く

500 年以上途絶えることなく続く念仏寺 陀々堂の鬼走り
念仏寺 陀々堂の鬼走り

500 年以上途絶えることなく続く念仏寺 陀々堂の鬼走り

（写真上）今年で 533 回目の伝統を誇る、念仏寺（大津町）陀々堂の鬼走り（国の重要無形民俗文化財）が１月 14 日に行われました。
燃える松明を振りかざした父鬼・母鬼・子鬼が堂内を豪快に走り回り、厳寒の中行われる勇壮な火祭りに歓声が上がりました。

（写真下）伝統を未来に受け継ぐため、小中学生による「子ども鬼走り」が行われています。

伝統を未来に受け継ぐ
伝統を未来に受け継ぐ

子ども鬼走り
子ども鬼走り伝統を未来に受け継ぐ

子ども鬼走り



太
田
市
長
か
ら

新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新成人を代表してハタチの決意を発表したみなさん新成人を代表してハタチの決意を発表したみなさん

　

大
人
と
し
て
の
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
人
生
を
歩
み
始
め
る
新

成
人
を
祝
う
五
條
市
成
人
式
を
１
月
７
日
に
市
民
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
五
條
市
で
は
、
今
年
３
５
０
人
が
成
人
を
迎
え
、
会
場

に
は
２
９
６
人
が
集
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
参
加
者
を
代
表
し
て

３
人
が
将
来
の
目
標
や
家
族
へ
の
感
謝
な
ど
を
述
べ
、
立
派
な
大

人
に
な
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
成
人
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
五
條
市
は
昨
年
60
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
先
人
が
築
き
上
げ

た
も
の
を
、
皆
さ
ん
の
世
代
が
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
五
條
市
に
愛
着
を
持
ち
、

「
自
分
た
ち
が
五
條
市
を
守
る
の
だ
」五條市長　太田好紀

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
２
つ
の
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
つ
目
は
、

今
日
ま
で
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
・

友
人
・
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
先
も
多
く
の
出
会
い
が
あ

り
ま
す
が
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
で
よ
い
関
係
が
築
け
ま
す
。
２

つ
目
は
社
会
に
出
て
い
る
人
も
学
生

で
あ
る
人
も
、
目
標
を
持
っ
て
、
夢

を
持
っ
て
一
つ
一
つ
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ

ん
に
は
素
晴
ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
條
市
成
人
式

平
成
30
年

３
５
０
人
の
門
出
を
祝
っ
て

　

自
分
が
成
人
式
を
前
に
悩
ん
だ

自
分
が
成
人
式
を
前
に
悩
ん
だ

時
、
友
人
の
助
け
で
「
自
分
が
成

時
、
友
人
の
助
け
で
「
自
分
が
成

長
を
続
け
る
こ
と
」「
こ
う
あ
り

長
を
続
け
る
こ
と
」「
こ
う
あ
り

た
い
と
自
分
を
し
っ
か
り
持
つ
こ

た
い
と
自
分
を
し
っ
か
り
持
つ
こ

と
」
が
大
事
と
気
付
き
ま
し
た
。

と
」
が
大
事
と
気
付
き
ま
し
た
。

こ
の
場
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
共

こ
の
場
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
共

に
成
長
を
続
け
る
こ
と
で
、
自
分

に
成
長
を
続
け
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
の
時
代
だ
と
胸
を
は
っ
て
言

た
ち
の
時
代
だ
と
胸
を
は
っ
て
言

え
る
世
代
で
あ
り
た
い
で
す
。

え
る
世
代
で
あ
り
た
い
で
す
。

則
村
優
一
朗
さ
ん

則
村
優
一
朗
さ
ん

　

自
分
が
成
人
式
を
前
に
悩
ん
だ

時
、
友
人
の
助
け
で
「
自
分
が
成

長
を
続
け
る
こ
と
」「
こ
う
あ
り

た
い
と
自
分
を
し
っ
か
り
持
つ
こ

と
」
が
大
事
と
気
付
き
ま
し
た
。

こ
の
場
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
共

に
成
長
を
続
け
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
の
時
代
だ
と
胸
を
は
っ
て
言

え
る
世
代
で
あ
り
た
い
で
す
。

則
村
優
一
朗
さ
ん

福
井
大
道
さ
ん

福
井
大
道
さ
ん

福
井
大
道
さ
ん

　

私
は
音
楽
の
道
に
進
む
た
め
、

　

私
は
音
楽
の
道
に
進
む
た
め
、

遠
方
の
音
楽
大
学
へ
進
学
し
ま
し

遠
方
の
音
楽
大
学
へ
進
学
し
ま
し

た
。
改
め
て
奈
良
の
豊
か
な
自
然

た
。
改
め
て
奈
良
の
豊
か
な
自
然

や
温
か
い
人
々
、
支
え
て
く
れ
て

や
温
か
い
人
々
、
支
え
て
く
れ
て

い
る
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

い
る
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
二
十
歳
」
と
い
う
節
目
を
迎
え

「
二
十
歳
」
と
い
う
節
目
を
迎
え

た
今
、
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る

た
今
、
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る

社
会
人
と
し
て
常
に
前
向
き
に
進

社
会
人
と
し
て
常
に
前
向
き
に
進

ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

角
谷
彩
美
さ
ん

角
谷
彩
美
さ
ん

　

私
は
音
楽
の
道
に
進
む
た
め
、

遠
方
の
音
楽
大
学
へ
進
学
し
ま
し

た
。
改
め
て
奈
良
の
豊
か
な
自
然

や
温
か
い
人
々
、
支
え
て
く
れ
て

い
る
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
二
十
歳
」
と
い
う
節
目
を
迎
え

た
今
、
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る

社
会
人
と
し
て
常
に
前
向
き
に
進

ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

角
谷
彩
美
さ
ん

Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

新成人を代表してハタチの決意を発表したみなさん

　

私
は
成
人
式
を
機
に
、「
自
分

　

私
は
成
人
式
を
機
に
、「
自
分

の
考
え
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
」

の
考
え
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
」

「
努
力
を
す
る
こ
と
」「
感
謝
の
気

「
努
力
を
す
る
こ
と
」「
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
」
の
三
つ

持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
」
の
三
つ

の
決
意
を
掲
げ
、
頑
張
っ
て
い
き

の
決
意
を
掲
げ
、
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
私
が
日
本
語
で
一
番
き
れ

ま
す
。
私
が
日
本
語
で
一
番
き
れ

い
な
言
葉
だ
と
思
う
「
あ
り
が
と

い
な
言
葉
だ
と
思
う
「
あ
り
が
と

う
」
を
ま
っ
す
ぐ
言
え
る
人
間
に

う
」
を
ま
っ
す
ぐ
言
え
る
人
間
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
成
人
式
を
機
に
、「
自
分

の
考
え
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
」

「
努
力
を
す
る
こ
と
」「
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
」
の
三
つ

の
決
意
を
掲
げ
、
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
私
が
日
本
語
で
一
番
き
れ

い
な
言
葉
だ
と
思
う
「
あ
り
が
と

う
」
を
ま
っ
す
ぐ
言
え
る
人
間
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「ありがとう」と「ありがとう」と
　まっすぐ言える人間に　まっすぐ言える人間に

大人の自覚を持ち大人の自覚を持ち
　責任ある社会人に　責任ある社会人に

「自分たちの時代だ」「自分たちの時代だ」
　と胸をはれる世代に　と胸をはれる世代に

「ありがとう」と
　まっすぐ言える人間に

大人の自覚を持ち
　責任ある社会人に

「自分たちの時代だ」
　と胸をはれる世代に

２ごじょうフォトニュース



1/14 日頃の訓練の成果を発揮

　新春恒例の五條市消防出初式がシダーアリーナお
よび上野公園で開催され、消防団員や関係機関から
約 580 人が参加しました。
　市民らが見守る中、優良消防団員の表彰や、消防
車両による一斉放水演習などを実施。関係者は市民
の安心・安全を守る誓いを新たにしました。

五條市消防出初式

Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

牧野小学校６年生12/１ 五條市の未来へ企画を発表
　牧野小学校６年生児童（73 人）が国語科や総合学習
の一環として、「五條市の未来に向けたまちづくり」に
ついて、グループごとにテーマを決めて企画書を作成し
ました。この企画書から市民会館で太田市長に向けて発
表が行われ、太田市長は「将来を担う皆さんが頼もしい。
自分の地域を大事にしてください」と講評しました。

班
ご
と
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
し
て
発
表

し
ま
し
た
。

新成人を代表してハタチの決意を発表したみなさん

　

自
分
が
成
人
式
を
前
に
悩
ん
だ

時
、
友
人
の
助
け
で
「
自
分
が
成

長
を
続
け
る
こ
と
」「
こ
う
あ
り

た
い
と
自
分
を
し
っ
か
り
持
つ
こ

と
」
が
大
事
と
気
付
き
ま
し
た
。

こ
の
場
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
共

に
成
長
を
続
け
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
の
時
代
だ
と
胸
を
は
っ
て
言

え
る
世
代
で
あ
り
た
い
で
す
。

則
村
優
一
朗
さ
ん

福
井
大
道
さ
ん

　

私
は
音
楽
の
道
に
進
む
た
め
、

遠
方
の
音
楽
大
学
へ
進
学
し
ま
し

た
。
改
め
て
奈
良
の
豊
か
な
自
然

や
温
か
い
人
々
、
支
え
て
く
れ
て

い
る
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
二
十
歳
」
と
い
う
節
目
を
迎
え

た
今
、
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る

社
会
人
と
し
て
常
に
前
向
き
に
進

ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

角
谷
彩
美
さ
ん

祝 

叙
勲
・

     

褒
章
受
章

　

長
年
に
わ
た
り
各
分
野
に
お
い

て
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
叙
勲
及
び

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

功
績
を
た
た
え
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
な
お
一

層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
瑞
宝
単
光
章

　
　

塚 

耕
二
郎 

様
（
88
歳
）

　

元
五
條
市
消
防
団
分
団
長

　
（
消
防
功
労
・
三
在
町
）

12/7 地方自治法施行70周年記念

　地方自治法施行 70 周年を記念し、市町村行政に積極
的に参画し、熱心にコミュニティ作りに取り組んでいる
民間団体として、NPO法人うちのの館が総務大臣表彰を
受賞しました。12 月７日（木）同法人から、川村優理館
長と内倉 保相談役が市役所を訪れ、太田市長に受賞の報
告を行いました。

うちのの館に総務大臣表彰
太
田
市
長
に
表
彰
受
賞
を
報
告
し
た
川
村
館

長
（
写
真
中
央
）
と
内
倉
相
談
役
（
写
真
左
）

１/４ 古谷優芽さん・戸田緩那さん

　１月４日～８日まで東京都で開催された春の高校バレー
（第 70 回全日本バレーボール高等学校選手権大会）に奈良
県代表として、市内から古谷優芽さん（奈良女子高３年）
戸田緩那さん（奈良女子高３年）が出場しました。
　全国から予選を勝ち抜いた強豪チームと熱戦を繰り広げ、
ベスト８に輝きました。

春の高校バレーに出場
奈
良
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
古
谷
さ
ん

（
写
真
左
）
と
戸
田
さ
ん
（
写
真
右
）

高
齢
者
叙
勲

◆
瑞
宝
双
光
章

　

阪
口 

仁
平 

様
（
88
歳
）

　

元
野
原
小
学
校
長

　
（
教
育
功
労
・
宇
野
町
）

五條消防署のはしご車と共に一斉放水を行う消防団員

　

私
は
成
人
式
を
機
に
、「
自
分

の
考
え
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
」

「
努
力
を
す
る
こ
と
」「
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
」
の
三
つ

の
決
意
を
掲
げ
、
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
私
が
日
本
語
で
一
番
き
れ

い
な
言
葉
だ
と
思
う
「
あ
り
が
と

う
」
を
ま
っ
す
ぐ
言
え
る
人
間
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「ありがとう」と
　まっすぐ言える人間に

大人の自覚を持ち
　責任ある社会人に

「自分たちの時代だ」
　と胸をはれる世代に

３ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



「
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
」

「
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
」

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
で
五

條
市
に
居
住
し
て
お
り
、
平
成
29

年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
次

に
該
当
す
る
場
合
は
市
民
税
・
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
（
昨

年
度
申
告
を
し
た
人
に
、
２
月
上

旬
に
申
告
書
を
発
送
し
ま
す
。
）

▼
事
業
所
得
が
あ
っ
た
人
（
営
業

等
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人
）

▼
給
与
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
給
与

所
得
以
外
の
所
得
（
営
業
等
、
農

業
、
不
動
産
、
年
金
、
雑
所
得
）

が
あ
っ
た
人

▼
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、

医
療
費
、
社
会
保
険
料
、
扶
養
な

ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

▼
収
入
が
無
か
っ
た
人
で
、
扶
養
に

入
っ
て
い
な
い
人

※

税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
不
要

で
す
。

▼
事
業
所
得
（
営
業
等
・

農
業
）
・
不
動
産
・
一
時

所
得
が
あ
る
人

  
（
平
成
29
年
中
の
「
所
得
金

額
の
合
計
額
」
か
ら
「
基
礎

控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除
の

合
計
額
」
を
差
し
引
き
、
そ

の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
税
額
が
「
配
当
控
除
額
」

な
ど
を
差
し
引
い
て
残
額
の

あ
る
人
）

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

給
与
所
得
者
で
次
に
当
て

は
ま
る
人

①
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

②
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所

得
合
計
金
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

▼
公
的
年
金
受
給
者
で
次

に
当
て
は
ま
る
人

①
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
を

超
え
る
人

②
公
的
年
金
受
給
者
で
医
療
費
、

社
会
保
険
料
、
扶
養
な
ど
の

控
除
に
よ
る
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
人

※

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

（
２
か
所
以
上
あ
る
場
合
は

そ
の
合
計
額
）
が
４
０
０
万

円
以
下
か
つ
、
公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提

出
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民
税
・
県
民
税
の

　

申
告
が
必
要
な
人

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

 

確
定
申
告
が
必
要
な
人

■
問
合
先

▼
葛
城
税
務
署

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
２
７
２
１

▼
税
務
課
市
民
税
係

　
（
内
線
２
５
６
・
２
９
８
）

正
し
く
、

お
早
め
に
！

税金

内 容 受付期間 時 間 場 所 そ の 他 

 
 

 
  

 
 

 

 

 

 

 
  

 
 

 

 
※受付16時まで

地区相談会
税理士による相談

※営業、農業、不動
産所得のある人。
給与所得者、年金
所得者の還付申告
や住宅ローン、医
療費控除等も対応。

所得税及び復興
特別所得税の確
定申告

3月1日（木）、
      2日（金）

 

（土日祝日は除く） 

※不動産、株式を売却した場合の譲渡所得（分離課税）、贈与税、相続税の相談は税務署でのみ受け付けます。
※相談者が多い場合は受付を早めに終了することがあります。
※申告期間中、作成済みの申告書は市役所税務課、西吉野支所、大塔支所から税務署に提出できます。急ぎの場合や税務署の受
付印が必要な場合は、直接税務署に提出してください。

※閉庁日のうち、２月 18日（日）および 2月 25日（日）に限り、奈良税務署に会場を設けます。（葛城税務署には会場を設け
ていません）

税務署での申告
（土・日曜日は除く）

2月16日（金）～
3月15日（木）

９時～ 17時
葛城税務署

窓口が混雑し長時間待たない
といけない場合があります。
あらかじめご了承ください。

市役所税務課
職員による相談

3月5日（月）
～15日（木）

▼相談時間
　9時30分～正午

　13時～16時

▼受付時間
　9時～11時30分

　12時30分 

　～15時30分

市民会館３階

※不動産、株式を売却した
場合の譲渡所得（分離課
税）、贈与税、相続税の
相談は行いません。
※相談者が多い場合は受付
を早めに終了することが
あります。
※作成済みの申告書は市役
所税務課、西吉野支所、
大塔支所に提出できます。
急ぎの場合や税務署の受
付印が必要な場合は、直
接税務署に提出してくだ
さい。

市民税・県民税の申告の受付 3月15日（木）まで ８時 30分
～ 17時 15分

市役所税務課
西吉野支所
大塔支所

（土・日曜日は除く） 

4くらしのメモ



「
所
得
税
及
び

 

復
興
特
別
所
得
税
」

「
市
民
税
・
県
民
税
」

①
申
告
書
（
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
）、

収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・

不
動
産
所
得
が
あ
る
人
）、
印

鑑
、
申
告
者
本
人
の
金
融
機
関

の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
付
お
よ
び
還
付
を
口
座

振
替
等
で
行
う
場
合
）

②
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

確
認
書
類
お
よ
び
身
元
確
認
書

類
③
前
回
（
平
成
28
年
中
所
得
）
の

申
告
書
の
控
え

④
収
入
お
よ
び
必
要
経
費
が
わ
か

る
書
類

  〈
給
与
所
得
者
〉
勤
務
先
か
ら
の

源
泉
徴
収
票

  〈
年
金
受
給
者
〉
日
本
年
金
機
構

な
ど
か
ら
の
源
泉
徴
収
票

  〈
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
者
〉

収
入
や
必
要
経
費
が
わ
か
る
帳

簿
（
収
支
内
訳
書
に
転
記
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。）

■
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
、
事
前
に
年
間

の
収
入
や
必
要
経
費
な
ど
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
に
記

入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⑤
社
会
保
険
料
の
支
払
額
を
確
認

で
き
る
書
類
（
国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
等
）

⑥
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

　

一
般
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金

生
命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料

⑦
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

※

平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締

結
し
た
長
期
損
害
保
険
は
従
前

の
損
害
保
険
料
控
除
を
適
用

⑧
扶
養
す
る
親
族
に
収
入
が
あ
る

場
合
、
そ
の
収
入
が
わ
か
る
資

料
（
源
泉
徴
収
票
等
）

⑨
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合

▼
医
療
費
控
除
の
明
細
書
（
医
療
費

の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
ほ
か

ん
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

の
控
除
を
受
け
る
場
合
、
健
康
の

保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
予
防
へ
の

取
組
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
書

類
と
明
細
書
を
作
成
し
て
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税

▼
贈
与
税

　

 

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
と

納
税
の
期
限

　

３
月
15
日
（
木
）

 税 目 振替納税以外 振替納税 

納期限  

 ３月１5日（木） 

振替期日  

 ４月20日（金） 

消費税及び  
地方消費税 
（個 人）

納期限  

 ４月２日（月） 
振替期日  

 ４月25日（水） 

税
務
署
か
ら
の
お
願
い

申
告
に

必
要
な
も
の

申
告
・

納
税
の
期
限

▼納付期限

税金

所得税及び
復興特別所得税

■
確
定
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
！

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

（https://w
w
w
.nta.go.jp

）
で
申
告
書
を
作
成
し
、
郵

送
等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

 
記
載
・
提
示
が
必
要
で
す

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
書
お
よ
び
平
成

30
年
度
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書
に
は
、

本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
の
「
個
人
番
号
」
の

記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に

■
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
、
株
式
な
ど
を
売
却
し
た
時
の

譲
渡
所
得
（
分
離
課
税
）
を
伴
う
申
告
お
よ
び
消
費
税
の

申
告
は
、
税
務
署
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
医
療
費
控
除
を
と
も
な
う
確
定
申
告
は
、
事
前
に
領
収
書

の
整
理
、
計
算
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
本
人
が
提
出
す
る
場
合

　

（
①
ま
た
は
②
い
ず
れ
か
）

①
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）

②
通
知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
）

　

＋ 

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保

険
の
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
な

ど
（
身
元
確
認
）

■
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合

①
申
告
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通

知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
）

②
代
理
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
（
身
元
確
認
）

※

顔
写
真
の
な
い
身
分
証
明
書
は
２

点
必
要
で
す
。

③
委
任
状
（
代
理
権
確
認
） 金

手
帳
な

合
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原付・軽自動車などの税金
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
原
動
機
付
自
転
車
・

軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
期
限
ま
で
に
申
請

す
る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
期
限　

５
月
１
日
（
火
）

■
軽
自
動
車
等
の
減
免
の
要
件

※

所
有
者
と
使
用
方
法
が
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

②
運
転
者
の
運
転
免
許
証
（
写
し
の

場
合
は
表
・
裏
）

③
自
動
車
検
査
証
（
写
し
可
）

④
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
書

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

⑤
印
鑑

⑥
生
計
同
一
証
明
書
ま
た
は
常

時
介
護
証
明
書
（
障
害
の
あ
る
本

人
以
外
が
運
転
す
る
場
合
の
み
）

⑦
減
免
申
請
書
（
税
務
課
市
民
税
係

に
あ
り
ま
す
）

■
そ
の
他

▼
減
免
の
対
象
車
両
は
、
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
人
１
人
に
つ
き
１
台

で
す
。
普
通
自
動
車
と
重
複
し
て

減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
自
動
車
検
査
証
に
「
自
家
用
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
に
限

り
ま
す
。

■
平
成
29
年
度
に
軽
自
動
車
税
の
減

免
制
度
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

２
月
初
旬
に
更
新
の
た
め
の
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

療
育
手
帳
は
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
１
級
に
限
り
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
は
、
区
分
、

　

等
級
に
よ
り
減
免
で
き
る
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
税
務
課
市
民
税
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

▼
所
有
者
（
名
義
人
）

①
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
）、
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
が
所
有
し
て
い
る
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
年
齢
が
18
歳
未

満
の
人
、
ま
た
は
療
育
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
と
生

計
を
一
に
す
る
人
が
所
有
し

て
い
る
。

▼
使
用
方
法

①
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
本
人
が
運
転
す
る
。

②
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人

が
運
転
す
る
。  （
障
害
の
あ
る
人

の
通
学
・
通
院
・
通
所
等
の
た
め

に
使
用
す
る
場
合
）

③
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
で
、
そ
の
人
を
常
時
介
護
す

る
人
が
運
転
す
る
。（
障
害
の
あ

る
人
の
通
学
・
通
院
・
通
所
等
の

た
め
に
使
用
す
る
場
合
）

償
却
資
産
の
申
告

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

今
年
の
償
却
資
産
申
告
書
の
提

出
期
限
は
１
月
31
日
ま
で
で
し
た
。

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
い
う
人
は

す
ぐ
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
所
有
し
て

い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の

名
称
、
種
類
、
数
量
、
取
得
年
月
、

取
得
価
額
、
そ
の
他
価
格
の
決
定

に
必
要
な
事
項
な
ど
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
告
が
必
要
な
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
人
や
、
申
告
に
誤
り
が

あ
っ
た
人
は
過
去
５
年
分
を
修
正

し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

詳
し
く
は
固
定
資
産
税
係
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

事
業
者
の
皆
さ
ん

■
申
告
・
問
合
先　

税
務
課

　
（
内
線
２
５
７
・
２
５
８
）

■
手
続
に
必
要
な
も
の

▼
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

①
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も

の
②
印
鑑
③
届
出
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の

▼
療
育
手
帳　

①
印
鑑
②
届
出
人

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※

住
民
票
の
提
出
を
求
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　
（
内
線
２
０
９
・
２
９
９
）

障
害
者
手
帳
の

　
　
　
　

 

は

現
在
の
住
所
で
す
か

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
、

引
越
な
ど
で
住
民
票
の
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
、
変
更
手
続
が
必
要

で
す
。
手
続
を
し
て
い
な
い
と
、

本
人
確
認
の
ほ
か
、
手
帳
を
も
と

に
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所

が
現
在
の
住
所
と
異
な
る
場
合
は
、

変
更
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
表
記

忘
れ
ず
手
続
を
し
ま
し
ょ
う

税 務 課

■
申
請
・
問
合
先　

税
務
課
市
民
税
係

　
（
内
線
３
３
３
）

灰

み
ど
り
園
だ
よ
り

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

６くらしのメモ



灰灰灰

乾電池

蛍光灯

水
道
料
金

　

改
定
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
４
月
分
か
ら

　

４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
、
段
階
的

に
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
。
新
料
金

は
５
月
検
針
分
（
４
月
使
用
分
）
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
料
金
改
定
の
理
由

　

約
20
年
間
、
現
行
の
水
道
料
金
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
老
朽

管
の
更
新
が
進
ま
ず
、
漏
水
事
故
が
数

多
く
発
生
し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
施
設
の
耐
震
化
や
老
朽
管
の

整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
人

口
減
少
に
伴
い
料
金
収
入
の
先
細
り
に

よ
る
経
営
環
境
の
悪
化
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
安
定
し
た
水
道
事
業
の
運
営
を

目
指
し
、
料
金
を
見
直
し
ま
し
た
。

■
新
料
金
に
つ
い
て

　

５
㎥
ま
で
は
現
行
料
金
を
据
え
置
き

２
段
階
の
基
本
料
金
と
し
、
大
幅
な
水

道
料
金
引
き
上
げ
に
よ
る
使
用
者
へ
の

影
響
を
考
慮
し
て
、
平
成
30
年
度
に
激

変
緩
和
措
置
を
設
け
ま
し
た
。

■
問
合
先　

水
道
局（
内
線
３
２
０
）

水道料金

基本料金

従量料金
1㎥当たり

（基本料金に加算）

現行料金

０~10 ㎥

11 ㎥ ～ 20 ㎥
21 ㎥～ 50 ㎥

51 ㎥～ 100 ㎥

101 ㎥～

1,240 円

155 円
190 円

235 円

270 円

普
通
用
料
金
（
消
費
税
抜
き
）

水道料金

基本料金

現行料金

０～ 100 ㎥

０～ 300 ㎥
101 ㎥～

7,000 円

30,000 円
210 円

190 円

従量料金

用途

浴場用

プール用

工場用

70 円

301 ㎥～

１㎥～

基本料金
従量料金
基本料金
従量料金

用
途
別
料
金
（
消
費
税
抜
き
）

激変緩和措置期間
平成30年 4月～ 平成 31 年 3月
０~5 ㎥

６~10 ㎥

175 円

1,240 円

1,370 円

210 円

260 円

300 円

7,700 円
80 円

230 円

210 円

33,330 円

激変緩和措置期間
平成30年 4月～ 平成 31 年 3月

改定料金
平成 31年 4月～
０~5㎥

６~10 ㎥

185 円

1,240 円

1,570 円

225 円

280 円

320 円

8,200 円
85 円

250 円

225 円

35,490 円

改定料金
平成 31年 4月～

　

４
月
か
ら
、
各
地
区
の
古
紙
・
ビ
ン
の
収

集
日
に
、
蛍
光
灯
・
乾
電
池
の
無
料
回
収
を

行
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
に
分
別
し
て
、
収
集
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

み
ど
り
園
だ
よ
り

み
ど
り
園
だ
よ
り

➡可燃の指定袋に
　入れて、燃える
　ごみの日に出し
　てください

➡透明の袋に入れるか、
　ひもで縛ってください

■
問
合
先　

み
ど
り
園

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

☎
２
４
・
４
１
１
１

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

蛍
光
灯
・
乾
電
池
の
回
収
が

　
　
　
　
　

に
な
り
ま
す
！

み
ど
り
園
だ
よ
り

■水道料金新旧対照表

無
料

※注意
まちがえやすい
分別の例

水道

７ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



市民課横に撮影スペース
を設置しました。

マイナンバーカード
申請用の顔写真を
撮影します！

■主な申請の方法は
①郵送で申請
②スマートフォンで申請
③パソコンで申請

農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

　

決
ま
り
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
新
た
に
農
業
委
員
お
よ
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
任

命
・
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に

決
ま
っ
た
委
員
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　

農
地
に
関
す
る
手
続
・
相
談
等

は
、
近
く
の
各
委
員
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。　

■
農
業
委
員

　
（
市
内
全
域
を
担
当
し
ま
す
）

新
宅 

一
也 （
会
長
） 

鶴
田 
和
恵
（
副
会
長
）

橋
口 
博
美　
　

川
井 

宗
二

鍵
矢 

智
民　
　

椋
本 

芳
博

井
上 

利
博　
　

池
田 

義
輝

前
川 

弓
子　
　

辻
本 
國
治　

小
松 

禎
史　
　

北
山　

徹

中
迫 

佳
則　
　

井
上 

伸
浩

桐
谷　

明　
　

 　

田 

正
材

和
田
谷 

好
司　

中
谷 

邦
男

岩
倉 

義
調

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
（
担
当
地
域
が
あ
り
ま
す
）

▼
五
條
地
区　
　

西
岡 

直
美

▼
野
原
地
区　
　

岩
井 

久
和

　
　
　
　
　
　
　

西
辻 

卓
司

▼
宇
智
地
区　
　

柏
井 

正
樹

　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

敎
真

▼
牧
野
地
区　
　

土
橋 

洋
二

▼
阪
合
部
地
区　

松
井 

正
昭

　
　
　
　
　
　
　

東
尾 

嘉
光　

▼
北
宇
智
地
区　

栗
本 

惠
司

　
　
　
　
　
　
　

泉
澤 

光
生

▼
南
宇
智
地
区　

芳
田 

良
子

　
　
　
　
　
　
　

小
原 

加
代
子

▼
大
阿
太
地
区　

北
山 

高
嗣

▼
南
阿
太
地
区　

益
田 

吉
仁

▼
白
銀
西
地
区　

千
切 

重
敏

▼
白
銀
北
地
区　

辰
己 

清
史

▼
白
銀
南
地
区　

中
西 

啓
文

▼
賀
名
生
地
区　

辰
己 

史
子

▼
宗
桧
地
区　
　

前
田 

壽
郎

▼
大
塔
地
区　
　

阪
井 

誠
一

■
問
合
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
内
線
２
７
１
）

農
地
の
こ
と
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と…

　

介
護
保
険
料
は
制
度
運
営
の
た
め

の
大
切
な
財
源
で
す
。
特
別
な
理
由

も
な
く
滞
納
が
続
く
場
合
に
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
制
限
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。２
年
以
上
経
過
す
る
と
、

時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
未
納
が
あ
る
場
合
は
督
促
状

や
催
告
書
が
届
き
ま
す
の
で
、
通
知

は
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
１
年
以
上
滞
納
す
る
と…

 

い
っ
た
ん
全
額
支
払
い
が

　
　

必
要
に
な
り
ま
す
！

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、

通
常
は
そ
の
費
用
の
１
割
ま
た
は

２
割
を
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、一
度
全
額
を
支
払
っ
た
う
え
で
、

９
割
ま
た
は
８
割
分
を
受
け
取
る

た
め
に
、
市
役
所
に
対
し
て
払
い

戻
し
の
請
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
２
年
以
上
滞
納
す
る
と…

　

自
己
負
担
の
割
合
が
３
割
に

　
　

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
！

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
際
の

自
己
負
担
割
合
が
３
割
に
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
期
間
中

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
が

大
き
く
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ

る
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
も

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と…

　

払
い
戻
し
の
一
部
ま
た
は
全

部
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
！

　

滞
納
保
険
料
が
納
付
さ
れ
る
ま

で
払
い
戻
し
さ
れ
ず
、
そ
れ
で
も

納
付
が
無
い
場
合
は
差
し
止
め
額

か
ら
滞
納
保
険
料
が
差
し
引
か
れ

ま
す
。

　

将
来
ス
ム
ー
ズ
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
も
、
介
護
保

険
料
を
き
ち
ん
と
納
付
し
ま
し
ょ

う
。

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
９
４
）

介護保険
将
来
の
た
め
に
納
め
ま
し
ょ
う

た
ま

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
!!

ネ
コ
を
飼
う
と
き
は

　

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
、
動
物
が
好
き
な
人
も
苦

手
な
人
も
、
お
互
い
が
気
持
ち
よ

く
生
活
で
き
る
よ
う
な
街
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
猫
は
で
き
る
だ
け
屋
内
で
飼
い
、

■
オ
ス
も
メ
ス
も
不
妊
手
術
を
し

■
飼
育
す
る
意
思
の
な
い
野
良
猫

■
問
合
先　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
生
活
環
境
課
（
内
線
３
９
１
）　

▼
内
吉
野
保
健
所

　

☎
２
２
・
３
０
５
１

て
子
ネ
コ
が
増

え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

に
エ
サ
や
り

は
や
め
ま

し
ょ
う
！

フ
ン
や
尿
の
処

理
は
き
ち
ん
と

し
ま
し
ょ
う
！

し
ょ
う
！

マナーを守って飼いましょうマナーを守って飼いましょう
■
飼
い
猫
に
は
名
札
を
付
け
ま

マナーを守って飼いましょう

農業委員会農業委員会農業委員会

８くらしのメモ



国
民
年
金
保
険
料
は

 

口
座
振
替
で
前
納
を

　
　

お
す
す
め
し
ま
す

申
し
込
み
は
２
月
末
ま
で

　

前
納
と
は
、
保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る
こ
と
で
、
金
額
が
割
引
に
な

る
制
度
で
す
。
前
納
に
は
次
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。（
割
引
額
は
平
成
29

年
度
の
金
額
で
す
）

■
早
割　

口
座
振
替
で
早
割
（
当
月

末
振
替
）
に
す
る
と
、
毎
月
50
円

割
引
が
あ
り
ま
す
。

■
６
か
月
前
納　

半
年
分
を
ま
と
め

て
納
め
る
制
度
で
、
毎
月
納
付
と

比
べ
て
、
口
座
振
替
で
は
１
１
２

０
円
、
現
金
納
付
で
は
８
０
０
円

の
割
引
が
あ
り
ま
す
。（
引
き
落

し
日
は
４
月
末
・
10
月
末
）

■
１
年
前
納　

１
年
分
の
保
険
料
を

ま
と
め
て
納
め
る
制
度
で
、
毎
月

納
付
と
比
べ
て
、
口
座
振
替
は
４

１
５
０
円
、
現
金
納
付
で
は
３
５

１
０
円
割
引
が
あ
り
ま
す
。

■
２
年
前
納

　

２
年
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納

め
る
制
度
で
、
毎
月
納
付
と
比
べ

て
２
年
で
口
座
振
替
で
は
１
５
６

４
０
円
、
現
金
納
付
で
は
１
４
４

０
０
円
割
引
が
あ
り
ま
す
。

※

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
利
用
で
き

ま
す
。
割
引
額
は
現
金
納
付
と
同

じ
で
す
。（
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

は
カ
ー
ド
会
社
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
）

■
手
続
方
法

▼
口
座
振
替　

①
銀
行
等
の
通
帳
②

通
帳
届
出
印
③
年
金
手
帳
等
基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

①
カ
ー
ド
②
認
印
③
年
金
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の

※

引
き
落
し
日
が
４
月
末
日
の
た
め
、

２
月
中
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

す
で
に
口
座
振
込
で
前
納
し
て
い

る
人
は
申
込
不
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

退
職
（
失
業
）
に
よ
る

特
例
免
除
制
度

国
民
年
金
マ
メ
知
識

　

退
職
（
失
業
）
後
に
厚
生
年
金
の

適
用
事
業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、

引
き
続
き
厚
生
年
金
に
加
入
し
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た

め
の
手
続
が
必
要
で
す
。

※

扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配

偶
者
（
夫
・
妻
）
に
つ
い
て
も
同

様
の
手
続
が
必
要
で
す
。

　

退
職
（
失
業
）
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
退
職
（
失

業
）
を
理
由
と
し
て
特
例
免
除
制
度

を
、
退
職
（
失
業
）
し
た
年
度
お
よ

び
翌
年
度
に
限
り
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
特
例
免
除
を
申
請
す
る

場
合
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の

公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
市
役
所
や
年
金
事
務

所
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
・
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

マイナンバー

　マイナンバーカードはマイ
ナンバーが記載された顔写真
付きの IC カードです。マイ
ナンバーカードを利用すれ
ば、身分証明書としても利用
できます。

休日受け取り窓口 ２/25（日) ９時～ 13時
　「マイナンバーカード」を申請した人で交付が
まだの人、「通知カード」を受け取っていない人
で平日に来れない人は、休日窓口に来てください。
※マイナンバーカード等の相談や写真撮影も行っ

ています。
※通常の窓口業務は行いません。

■受取時の必要書類
▼「マイナンバーカード」の場合
　①印鑑②本人確認書類③交付通知書
　④通知カード
※必ず本人が受け取りに来てください。
▼「通知カード」の場合
　①印鑑②本人確認書類

■問合先　市民課（内線 503） 

※詳しくは通知カードと同封
のパンフレットの６ページを
確認するか、問い合わせてく
ださい。

申請しましょう！
　マイナンバーカード

■日時

市民課横に撮影スペース市民課横に撮影スペース
を設置しました。を設置しました。

マイナンバーカードマイナンバーカード
申請用の顔写真を申請用の顔写真を
撮影します！撮影します！
市民課横に撮影スペース
を設置しました。

マイナンバーカード
申請用の顔写真を
撮影します！

■主な申請の方法は■主な申請の方法は
①郵送で申請①郵送で申請
②スマートフォンで申請②スマートフォンで申請
③パソコンで申請③パソコンで申請

■主な申請の方法は
①郵送で申請
②スマートフォンで申請
③パソコンで申請

マイナンバーカードの申請を支援！

。
行っ

①
④

※
▼

マナーを守って飼いましょう

国民年金 農業委員会
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こそだてひろばこそだてひろばこそだてひろばこそだてひろば

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

（
５
歳
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

え
ほ
ん
の
広
場

毎週
火・木

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
に
在
住

す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
友

だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
読

書
や
宿
題
を
し
た
り
、
楽
し
く
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

第 1
月曜日（

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

２/６
（火）

２/７
（水）

親
子

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

ベ
ビ
ー
・
ヨ
ガ
教
室

参
加
募
集
中

　

講
師
に
ロ
ー
リ
ー
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
協
会
・
岸
田
和
美
先
生
を

招
き
、
五
條
児
童
館
で
年
齢
別
に

開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
前

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
参
加
費
無
料
）

親
子
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

■
日
時　

２
月
６
日
（
火
）

　

10
時
〜
11
時

■
対
象　

平
成
28
年
４
月
２
日
〜

平
成
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

子
ど
も

■
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
普
段

使
っ
て
い
る
ベ
ビ
ー
ロ
ー
シ
ョ

ン
や
ク
リ
ー
ム

親
子
ベ
ビ
ー
・
ヨ
ガ
教
室

■
日
時　

２
月
７
日
（
水
）

　

10
時
〜
11
時

■
対
象　

平
成
26
年
４
月
２
日
〜

平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

子
ど
も

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

ぴよぴよの広場

毎週火曜10時～11時
（H28.4/2生～H29.4/1生で
　　　　生後６か月～対象 )

バンビの広場　

毎週水曜10時～11時
（H27.4/2～H28.4/1生対象）

おたまじゃくしの広場　

毎週木曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

つどいの広場広場

０歳児
　対象

１歳児
対象

毎週月・金曜日
9時30分～11時30分
（カルム五條で開催・申込不要）

１歳～
　５歳

２歳児
 対象

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

市
立
保
育
所
の
「
保
育
士
」
　

「
調
理
師
」

学
童
保
育
所
の
「
指
導
員
」
等
を
募
集
!!

■
申
込
・
問
合
先　

児
童
福
祉
課

　
（
内
線
３
４
９
・
３
５
９
）

　

市
立
保
育
所
の
嘱
託
・
パ
ー
ト

保
育
士
、
調
理
師
、
学
童
保
育
所

の
指
導
員
、
指
導
員
補
助
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法　

事
前
に
電
話
連
絡
を

し
て
か
ら
応
募
書
類
を
持
っ
て

児
童
福
祉
課
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■

す
。

職種 募集 資格・要件 応募書類 勤務時間

市
立
学
童
保
育
所

市
立
保
育
所

指導員

指導員
補助員

保育士
（嘱託）

保育士
（パート）

調理師

若干名

若干名

若干名

若干名

１人

保育士資格また
は幼稚園・小中
高校の教諭資格
などを有する人

放課後児童健全
育成事業に類似
する事業に従事
した経験のある
人等

保育士資格を有
する人

調理師免許を有
する人

①履歴書
②保育士証ま
たは教諭免
許状の写し
等

①履歴書
②高卒以上の
卒業証明書
等

①履歴書
②保育士証の
写し

①履歴書
②調理師免許
の写し

▼月～金曜日 13 時～ 18 時 30 分
の間で５時間

▼土曜日・学校休業日８時 30 分
～ 18 時 30 分の間で８時間

　（休憩時間を含む）

▼月～金曜日 13 時～ 18 時 30 分
の間で５時間

▼土曜日・学校休業日８時 30 分
～ 18 時 30 分で７時間 45 分
（休憩時間を含む）

▼月～金曜日８時 30 分～ 17 時 15 分
　（休憩時間を含む）
▼土曜日８時 30 分～ 12 時 30 分
※早出出勤および時間外勤務がある場合
があります
▼休日　週２日（行事等で休日出勤の場
合があります）

※相談に応じます。

▼月～金曜日９時～ 14 時 45 分
（休憩時間を含む）
※業務の都合上、別途勤務がある場合がありま
す。詳しくは問い合わせてください。

▼応募資格・要件　①市税等の滞納がある人、②地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該
当している人等は応募できません。

▼給与等　市の規定によります。通勤手当あり（通勤距離などで変わります）
▼保険等　健康保険、厚生年金、労 ( 公 ) 務災害、雇用保険あり（パート保育士は勤務日数等に
より異なります）

■
開
催
日
時
・
場
所

■
そ
の
他

今
後
の
教
育
・
保
育
の
あ
り
方
を
考
え
る

10こそだてひろば



こそだてひろば

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

　

不
正
利
用

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
届

い
た
請
求
明
細
書
に
「
電
子
マ
ネ
ー

会
社
名
で
５
千
円
が
２
回
」
と
い
う

覚
え
の
な
い
請
求
が
含
ま
れ
て
い
た
。

慌
て
て
先
月
分
も
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

同
じ
会
社
名
で
５
千
円
の
請
求
が
上

が
っ
て
い
た
。
返
金
し
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

助
言

　

カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
、
調
査
の

結
果
、
第
三
者
に
よ
る
不
正
利
用
と

判
明
し
た
場
合
は
、
請
求
を
取
り
消

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

普
段
あ
ま
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
使
用
し
な
か
っ
た
り
、
請
求
明
細

書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
す
る

設
定
に
し
た
り
し
て
い
る
と
、
確
認

を
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
不
正
利
用
か

ら
守
る
た
め
に
も
、
必
ず
定
期
的
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
正
利
用
で
あ
っ
て
も
時
間
が
経

つ
と
解
決
は
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
ま
し

ょ
う
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に

カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う

こそだてひろばこそだてひろばこそだてひろば

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  

五
條
児
童
館

「
五
條
市
学
校
適
正
化
基
本
計
画
（
案
）」
お
よ
び

「
五
條
市
立
認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本
計
画
（
案
）」

　

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

■
開
催
日
時
・
場
所

■
開
催
日
時
・
場
所

①
▼
日
時　

２
月
15
日
（
木
）　

14
時
〜

　

▼
場
所　

中
央
公
民
館

②
▼
日
時　

２
月
16
日
（
金
）　

19
時
〜

　

▼
場
所　

中
央
公
民
館

③
▼
日
時　

２
月
18
日
（
日
）　

10
時
〜

　

▼
場
所　

中
央
公
民
館

※

３
回
と
も
同
じ
内
容
で
約
１
時
間
30
分

程
度
を
予
定
。

■
そ
の
他

■
そ
の
他　

２
月
18
日
（
日
）
の
み
託
児

あ
り
（
１
〜
５
歳
児
）

※

託
児
希
望
の
場
合
は
、
２
月
14
日
（
水
）

ま
で
に
子
ど
も
未
来
課
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

子
ど
も
未
来
課

　
（
内
線
８
３
０
）

今
後
の
教
育
・
保
育
の
あ
り
方
を
考
え
る

今
後
の
教
育
・
保
育
の
あ
り
方
を
考
え
る

　

五
條
市
で
は
今
後
の
教
育
・
保
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
計
画
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
よ
り
深
く
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
後
の
教
育
・
保
育
の
あ
り
方
を
考
え
る

■
開
催
日
時
・
場
所

①
▼
日
時　

２
月
15
日
（
木
）　

14
時
〜

　

▼
場
所　

中
央
公
民
館

②
▼
日
時　

２
月
16
日
（
金
）　

19
時
〜

　

▼
場
所　

中
央
公
民
館

③
▼
日
時　

２
月
18
日
（
日
）　

10
時
〜

　

▼
場
所　

中
央
公
民
館

※

３
回
と
も
同
じ
内
容
で
約
１
時
間
30
分

程
度
を
予
定
。

■
そ
の
他　

２
月
18
日
（
日
）
の
み
託
児

あ
り
（
１
〜
５
歳
児
）

※

託
児
希
望
の
場
合
は
、
２
月
14
日
（
水
）

ま
で
に
子
ど
も
未
来
課
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

子
ど
も
未
来
課

　
（
内
線
８
３
０
）

　

五
條
市
で
は
、
学
校
適
正
化
お

よ
び
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
つ

い
て
の
計
画
案
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
五
條
市
学
校
適
正
化
基
本
計
画
（
案
）」

「
五
條
市
立
認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本
計
画
（
案
）」

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

■
閲
覧
場
所　

①
子
ど
も
未
来
課

②
児
童
福
祉
課
③
西
吉
野
・
大

塔
支
所
④
中
央
公
民
館
⑤
市
立

小
中
学
校
、
各
保
育
所
（
園
）、

各
幼
稚
園
⑥
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

※

閲
覧
時
間
は
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
（
④
中
央
公
民
館
の
み
開

館
日
９
時
〜
17
時
）

■
意
見
を
提
出
で
き
る
人　

①
本

市
に
住
所
を
有
す
る
人
②
本
市

に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ
の
他

の
団
体
③
本
市
に
存
す
る
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
す
る

人
④
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
に
係
る
事
案
に
利
害
関
係
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
個
人
ま

た
は
法
人
そ
の
他
の
団
体

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

■
提
出
方
法　

任
意
の
様
式
に
①

住
所
②
氏
名
（
法
人
そ
の
他
の

団
体
は
①
所
在
地
②
名
称
③
代

表
者
の
氏
名
）
を
明
記
し
、
子

ど
も
未
来
課
に
①
直
接
提
出
②

郵
送
③
F
A
X
④
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

２
月
23
日
（
金
）
必
着
・
直
接

提
出
は
平
日
８
時
30
分
〜
17
時

※

提
出
さ
れ
た
書
類
等
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

■
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
（
概
要
）
に

対
す
る
市
の
考
え
方
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

※

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

■提出・問合先
　子ども未来課（内線 830）
　（〒637-0083　下之町 21）
FAX２２・８７５４
メール　
kodomomirai@city.gojo.lg.jpodomomirai@city.gojo.lg.

２/23
（金）まで
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カルムのひろば

０歳～
未就園児

※各回活動費として親子で100円必要です。　
■申込・問合先　にじいろ電車代表  岩井
　カルム五條（内線289）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車
　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

3/１
（木）

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

を
し
よ
う
！

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、

　

三
角
き
ん

２/１
（木）

親
子
ヨ
ガ
で

か
ら
だ
を
動
か
そ
う
！

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

2/22
（木）

か
ら
だ
を

　

動
か
し
て
遊
ぼ
う
！

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

わが家の食いしん坊
～「食べる」子どもの写真展～

市のがん検診を受診している人は
徐々に増えていますが、まだ多くありません。

子宮がん検診乳がん検診大腸がん検診肺がん検診胃がん検診

約 14.0%約 14.5%約 26.5%約 13.7%約 9.9%

がん検診を受けましょう！
五條市は積極的な受診を応援しています

　日本人の死亡原因の 1 位はがん（悪性新生物）で、国民の２人に１人が
がんになると言われています。また、五條市民の死亡原因は、国と同様に
がん（悪性新生物）が１位を占めており、五條市では早期発見・早期治療
の取組を進めています。

五條市が実施しているがん検診の受診率（平成 28 年度）

胃がん
検診

 

 

肺がん
検診

 

 

大腸がん
検診

 

 

乳がん
検診

 

 

子宮がん
検診

 

 
16 人 26 人 125 人 65 人 12 人 

16 人 26 人 93 人 65 人 12 人 

0 人 3 人 2 人 5 人 0 人 

精密検査を受診した人の割合（平成 28 年度）

検診名

がんが見つ
かった人

受診人数

検査対象

　

検
査
を
受
け
る
だ
け
が
、
が
ん
検
診

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
病
院
で
の
確

認
が
必
要
（
精
密
検
査
）
と
な
っ
た
場

合
は
、
病
院
を
受
診
す
る
ま
で
が
が
ん

検
診
で
す
。

■問合先　カルム五條（内線 290）

　がんは早期に見つけ治療することで完治が望め
る病気です。自分自身の健康を管理するためにも、
年に１度の特定健診（血の検査など）と、がん検
診を受けることは、とても大切なことです。 ※注意

　４月からがん検診は申込制になります。
今年度受診した人への案内・問診票の郵
送はありません。申込み方法と検査の流
れについては広報五條４月号でお知らせ
します。

12カルムのひろば



カルムのひろば
PUNYA

わが家の食いしん坊わが家の食いしん坊
～「食べる」子どもの写真展～～「食べる」子どもの写真展～
　初めての離乳食など「食べる」子ども
たちの写真展を開催しています。

■会場　カルム五條２階　健診フロア
■問合先　カルム五條（内線 289）

あなたのとっておき
写真を募集します！
■テーマ  「食べる」
　子どもや子どもの食に関

する写真
■サイズ　最大Ｌ版まで
（89×127mm）

※写真は返却しません。

わが家の食いしん坊
～「食べる」子どもの写真展～

ら
く
ら
く

 

運
動
教
室

　

心
と
身
体
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
テ
ー
マ
に
、
楽
な
動
き
方
や

姿
勢
を
学
習
し
ま
す
。
初
心
者
歓

迎
、
み
ん
な
で
楽
し
く
身
体
を
動

か
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
。

■
開
催
日　

３
月
９
日
（
金
）　

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
会
場　

カ
ル
ム
五
條

■
講
師　

坂
上
寿
浩
先
生

　
（
理
学
療
法
士
）

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
・

上
靴
・
水
分
補
給
の
で
き
る
飲

み
物
・
タ
オ
ル

■
申
込
方
法　

３
月
８
日
（
木
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

（
内
線
２
９
０
）

み
ん
な
で
楽
し
く

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム

講
座

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
通
称
ロ
コ
モ
）
は
骨
や
筋
肉
な

ど
が
弱
り
、
介
護
や
寝
た
き
り
に

な
る
危
険
性
が
高
い
状
態
を
い
い

ま
す
。
専
門
医
が
原
因
と
整
形
外

科
の
取
組
を
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
の
前
に
超
音
波
に

よ
る
骨
密
度
の
測
定
も
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
24
日
（
土
）

13
時
〜
16
時

▼
骨
密
度
測
定
（
先
着
20
人
）　

13
時
〜
13
時
50
分

▼
講
演
会　

14
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
参
加
費　

無
料

■
講
師　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学

附
属
病
院
紀
北
分
院　

分
院
長

川
上　

守
先
生

■
講
演
申
込　

２
月
16
日
（
金
）

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

（
内
線
２
９
０
）

市
民
公
開
講
座

元
気
い
き
い
き

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

忙
し
く
て
時
間
が
な
い
と
き
に
、

簡
単
に
作
れ
る
も
う
一
品
に
お
す

す
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
み
ん
な
で

楽
し
く
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
テ
ー
マ

①
２
月
21
日
（
水
）
10
時
〜
13
時

　
「
食
事
と
認
知
症
予
防
」

②
３
月
７
日
（
水
）
10
時
〜
13
時

　
「
難
し
く
な
い
減
塩
の
方
法
」

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
て
い

る
人
（
先
着
各
20
人
）

■
参
加
費　

各
回
３
０
０
円
（
材

料
費
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
・
筆
記
用

具
■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善

推
進
員
・
保
健
師

■
申
込
方
法　

そ
れ
ぞ
れ
の
開
催

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
・

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

（
内
線
２
９
０
）

手
軽
に
で
き
る
！

　

塩
分
控
え
め
美
味
し
い
料
理

献
血
に

協
力
お
願
い
し
ま
す

　

近
年
献
血
者
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
血
液
不
足
は
深
刻
で
す
。
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
■
実
施
日　

２
月
19
日
（
月
）

　

10
時
〜
11
時
30
分
・
12
時
30
分

〜
16
時

■
場
所　

五
條
市
役
所

■
対
象
者　

満
16
歳
〜
満
69
歳
で
、

体
重
が
①
男
性
45
㎏
以
上
、②

女
性
40
㎏
以
上
の
人

※

65
歳
以
上
の
人
は
60
歳
〜
64
歳

の
間
で
献
血
経
験
の
あ
る
人
に

限
る
。

※

渡
航
歴
な
ど
で
献
血
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
献
血
内
容　

４
０
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
・
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

■
持
ち
物　

献
血
カ
ー
ド
（
あ
る

人
の
み
）、
ま
た
は
本
人
確
認

で
き
る
書
類
（
保
険
証
・
運
転

免
許
証
な
ど
）

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

あ
な
た
の
血
液
で

　

救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

線
２
９
０
）
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l

英語コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 105 回

 As long as I can remember, there have always been 
small potted plants sitting on a table in front of the window in the 
living room of my house, growing in the sun. Many of these plants 
have been replaced over the years, but the one plant that has been 
there from the start is called a “Christmas cactus.” 
 The Christmas cactus is a kind of cactus originally from 
Brazil. Unlike most cacti, they don't have sharp needles. Instead, 
they have flat leaves that grow together in segments. It blooms with 
pink and white flowers once every year. The Christmas cactus gets 
its name because these flowers usually bloom in the winter, right 
around Christmas time. This makes them a popular winter flower in 
the US.
 However, the Christmas cactus at my house doesn't 
bloom near Christmas. Instead, it always waits until winter is over, 
and blooms around March or April along with many other spring 
plants. For that reason, my family jokingly calls it “the Easter 
cactus” because when it starts blooming, the next major holiday is 
always Easter. When guests visit our house, we often talk about 
how strange its growing patterns are. 
 But just because it blooms late doesn't make its flowers 
any less beautiful, and after all, there's no rule saying that 
Christmas cacti absolutely have to bloom in Christmas, since that's 
just a strange name that humans gave the plant. Actually, because it 
doesn't bloom at the same time as all the other ones, it stands out 
and is much more memorable than any of the other living room 
plants. Just like my Christmas cactus, I think we should all strive to 
bloom at our own pace and in our own ways ‒ even if it means 
we're a little late!

　私が覚えている限り、（アメリカの）わが家の居間の窓辺にあ
るテーブルの上には、いつも小さな鉢植えの植物が置かれていて、
太陽の陽ざしの下すくすくと育っています。それらの植物の多く
は長年の間に取りかえられてきましたが、「クリスマス・サボテ
ン」と呼ばれる植物だけは、最初からずっとそこにあります。
　クリスマス・サボテンは、ブラジルに由来のあるサボテンの一
種です。他の多くのサボテンとは異なり、鋭いトゲはありません
が、平らな葉っぱがたくさん節々でつながっているサボテンです。
そして一年に一度、ピンクと白の花を咲かせます。たいてい冬の
クリスマスの頃に花を咲かせるので、クリスマス・サボテンと名
付けられました。それで、アメリカではクリスマス・サボテンは
冬に人気の花となっています。
　しかし、わが家のクリスマス・サボテンは、クリスマスの時期
には花を咲かせません。その代わり、冬が終わるのを待って、三
月か四月頃、他の春の花と共に咲き始めます。開花が始まるのは、
イースター（Easter,キリストの復活祭）休暇の頃なので、私の家
族は、冗談交じりにそのサボテンを「イースター・サボテン」と
呼んでいます。わが家を訪れる人達とも、その変わった花の咲き
方が話題になります。
　しかし、開花が遅れるというだけで、花の美しさが劣るという
ことはありません。つまり、クリスマス・サボテンが、人間が与
えたその奇妙な名の通り、クリスマスに咲かなければならないと
いう決まりはないのです。実際、他のクリスマス・サボテンと同
じ時期に開花しないので、居間にあるどの植物よりもひときわ際
立って記憶に残ります。わが家のクリスマス・サボテンのように、
私たちも、自分のペースと自分のやり方で、咲き誇れるように努
力すべきだと私は思います。それがたとえ少し遅くなったとして
もです！

Blooming In Your Own Time 人それぞれに花は咲く

“英語の複数形”
英語の複数形は、たいてい単語の語尾に「-s」 や 「-es」 を付けます。し
かし、 「-us」 で終わる単語は、ラテン語の文法に基づいて、その語尾を 
「-i」 に変えて複数形を作ります。（例）「サボテン」“cactus” → “cacti”, 
「菌」“fungus” → “fungi”, 「たこ」 “octopus” → “octopi”

図書館

図書館HP
蔵書検索

図
書
館
だ
よ
り

お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

２ 月

　

中
高
生
が
学
ぶ
日
本
史
教
科

　

中
高
生
が
学
ぶ
日
本
史
教
科

書
の
現
在

書
の
現
在
を
46
の
テ
ー
マ
を
設

の
テ
ー
マ
を
設

け
、
記
述
の
変
化
と
そ
の
根
拠

け
、
記
述
の
変
化
と
そ
の
根
拠

と
な
る
研
究
の
進
展
を
解
説
す

と
な
る
研
究
の
進
展
を
解
説
す

る
。
る
。

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
／
作

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
／
作

偕
成
社

偕
成
社

高
橋
秀
樹
／
著　

吉
川
弘
文
館

高
橋
秀
樹
／
著　

吉
川
弘
文
館

　

平
安
時
代
に
描
か
れ
た
絵
巻

　

平
安
時
代
に
描
か
れ
た
絵
巻

物
「
鳥
獣
戯
画
」
。
「
ど
ん
な

物
「
鳥
獣
戯
画
」
。
「
ど
ん
な

動
物
が
描
か
れ
て
い
る
」
「
い

動
物
が
描
か
れ
て
い
る
」
「
い

つ
、
だ
れ
が
描
い
た
」
な
ど
、

つ
、
だ
れ
が
描
い
た
」
な
ど
、

鳥
獣
戯
画
に
つ
い
て
や
さ
し
く

鳥
獣
戯
画
に
つ
い
て
や
さ
し
く

説
明
。

説
明
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
出
版

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
出
版

K
A
G
A
Y
A

K
A
G
A
Y
A
／
著
／
著

河
出
書
房
新
社

河
出
書
房
新
社

鳥獣戯画を読みとく鳥獣戯画を読みとく

櫻
部
由
美
子
／
著

櫻
部
由
美
子
／
著

角
川
春
樹
事
務
所

角
川
春
樹
事
務
所

悠久の宙悠久の宙 ここまで変わったここまで変わった
日本史教科書日本史教科書

まほろ姫とまほろ姫と
にじ色の水晶玉にじ色の水晶玉

五
味
文
彦
／
監
修　

岩
崎
書
店

五
味
文
彦
／
監
修　

岩
崎
書
店

キ
ャ
ッ
ト
・
ク
ラ
ー
ク
／
著

キ
ャ
ッ
ト
・
ク
ラ
ー
ク
／
著

あ
す
な
ろ
書
房

あ
す
な
ろ
書
房

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

パンツパンツ
プロジェクトプロジェクト浦島太郎が語る浦島太郎が語る

浦島太郎浦島太郎ク
ゲ
ユ
ウ
ジ
／
文

ク
ゲ
ユ
ウ
ジ
／
文

高
陵
社
書
店

高
陵
社
書
店

かんたん！かんたん！
まっすぐ編みのまっすぐ編みの
素敵ニット素敵ニット

フェルメールの街フェルメールの街

蔵
書
点
検
の
た
め

 

休
館
し
ま
す

■
期
間

　

２
月
７
日
（
水
）

　
　

〜
２
月
17
日
（
土
）

　

蔵
書
点
検
は
図
書
資

料
を
館
内
で
確
認
し
、

破
損
や
紛
失
、
正
し
い

位
置
に
あ
る
か
を
確
か

め
る
作
業
で
す
。
休
館

に
合
わ
せ
て
２
月
６
日

（
火
）
ま
で
特
別
貸
出

（
10
冊
４
週
間
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
図
書
の
返

却
は
返
却
ポ
ス
ト
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※

休
館
中
は
新
聞
を
生

涯
学
習
課
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

すーくん
五條市立
図書館
c

“ Irregular Plurals”
Plurals in English are usually formed by adding -s or -es to the end of 
the word. However, words ending in -us are sometimes pluralized 
following Latin grammar rules. In this case, the -us is replaced with -i. 
Some examples include cactus→cacti, fungus→fungi, octopus→octopi.

お
は
な
し
会

　

２
月
25
日
（
日
）

 

　

10
時
30
分
〜

だと私は思います。それがたとえ少し遅くな

す。し
語尾を 
cacti”, 

f 

i. 
pi. こん

にち
は、　

ブリ
アン
ナ・
パイ
ルで
す

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

そらそら

鳥獣戯画を読みとく

悠久の宙 ここまで変わった
日本史教科書

まほろ姫と
にじ色の水晶玉

パンツ
プロジェクト浦島太郎が語る

浦島太郎

かんたん！
まっすぐ編みの
素敵ニット

フェルメールの街
そら

　

中
高
生
が
学
ぶ
日
本
史
教
科

書
の
現
在
を
46
の
テ
ー
マ
を
設

け
、
記
述
の
変
化
と
そ
の
根
拠

と
な
る
研
究
の
進
展
を
解
説
す

る
。

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
／
作

偕
成
社

高
橋
秀
樹
／
著　

吉
川
弘
文
館

　

平
安
時
代
に
描
か
れ
た
絵
巻

物
「
鳥
獣
戯
画
」
。
「
ど
ん
な

動
物
が
描
か
れ
て
い
る
」
「
い

つ
、
だ
れ
が
描
い
た
」
な
ど
、

鳥
獣
戯
画
に
つ
い
て
や
さ
し
く

説
明
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
出
版

K
A
G
A
Y
A
／
著

河
出
書
房
新
社

櫻
部
由
美
子
／
著

角
川
春
樹
事
務
所

五
味
文
彦
／
監
修　

岩
崎
書
店

キ
ャ
ッ
ト
・
ク
ラ
ー
ク
／
著

あ
す
な
ろ
書
房

ク
ゲ
ユ
ウ
ジ
／
文

高
陵
社
書
店

※Christmas cactus は日本語で「シャコバサボテン」らしいです！

14国際交流・図書館



　

長
い
と
し
つ
き　

自
然
は
あ
な
た
を

　

こ
の
土
地
で
守
り
た
も
う
た

　

長
い
と
し
つ
き　

人
は
あ
な
た
の

　

思
い
を
感
じ
た

　

春
と
夏
と
秋
と
冬
と　
　

鳥
と
花
と
山
と
風
と

　

時
の
流
れ
の
中
に
埋
も
れ

　

ま
た
よ
み
が
え
り　

ま
た
ふ
り
か
え
り

　

い
の
り
は　

長
く　

い
の
ち
は　

長
く

　

こ
こ
に　

お
鎮
ま
り
く
だ
さ
い

　
　

は｢

万
葉
集｣

（
巻
一
・
16
）
よ
り
、
万
葉
歌

人
額
田
王
の
歌
を
元
に
し
ま
し
た
。

「
ふ
ゆ
ご
も
り　

春
さ
り
来
れ
ば　

鳴
か
ざ
り
し

鳥
も
来
鳴
き
ぬ　

咲
か
ざ
り
し　

花
も
咲
け
れ
ど

山
を
茂
み　

入
り
て
も
取
ら
ず　

草
深
み　

取
り

て
も
見
ず　

秋
山
の　

木
の
葉
を
見
て
は　

黄
葉

を
ば　

取
り
て
ぞ
し
の
ぶ　

青
き
を
ば　

置
き
て

そ
嘆
く　

そ
こ
し
恨
め
し　

秋
山
そ
我
は
」

　

額
田
王

　
　

の
曲
は
、
う
ち
の
の
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

川
村
優
理
（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）
の
と
こ
ろ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
岡
田
由
美
子
さ
ん
に
よ
る
井
上
内

親
王
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
を
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

入社４年目製造第１課 平 一希

昨年３月から新工場 (五條工場 )として稼働し始めました。
奈良工場での経験をもとにより働きやすい職場環境作りのため、
全員で協力挑戦しています。

打錠工程（原料となる顆粒を打錠機と呼ばれる機械で均一な形に打ち出す）
　より安全、高品質、優れた効き目の医薬品づくりをモットーに

日々仕事に取り組んでいます。活気のある作業員が一つ一つの作業

を丁寧かつ安全にこなすことで、安全で高品質な医薬品を製造して

います。お客様のお手元に届くまでに万が一の問題が無いように作

業の見直しも含め日々改善改良に取り組んでいます。とても毎日が

楽しく充実した仕事です。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.032  米田薬品工業株式会社 五條工場
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

米田薬品工業株式会社 五
條工場（五條市住川町 888

-114）

☎０７４７・２２・２２６
６

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）
　
　

年
、
平
成
29
年
は
五
條
市
各
地
域
の
御
霊
神
社

で
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
井
上
内
親
王
の
生
誕
１
３
０

０
年
の
年
で
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
一
連
の
イ
ベ
ン
ト

と
展
示
の
集
大
成
に
、
11
月
19
日
、
近
内
御
霊
神
社

と
当
館
を
会
場
に
し
て
、
ソ
プ
ラ
ノ
岡
田
由
美
子
さ

ん
と
、
ピ
ア
ノ
南
木
優
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
「
み

な
さ
ん
と
ふ
る
さ
と
の
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
音
楽
を
製
作
し
ま
し
た
。

「井
上
内
親
王
に
捧
げ
る
詩
」

　

（詞　

川
村
優
理
／
曲　

岡
田
由
美
子
）

　

冬
が
隠
れ　

春
が
静
か
に

　

こ
の
土
地
に　

や
って
来
た
な
ら

　

鳥
は
ま
た
鳴
き　

花
は
ま
た
咲
き

　

土
地
を
い
ろ
ど
る
こ
と
で
し
ょ
う

　

春
が
栄
え　

夏
が
い
つ
し
か

　

こ
の
土
地
に　

や
って
来
た
な
ら

　

山
ま
た
茂
り　

草
は
あ
ふ
れ

　

緑
あ
ざ
や
か
な
こ
と
で
し
ょ
う

　

夏
深
ま
り　

秋
の
香
り
が

　

こ
の
土
地
に
や
って
来
た
な
ら

　

実
り
の
色
に　

土
地
は
色
づ
き

　

豊
か
な
重
み
を
知
る
で
し
ょ
う

　

秋
枯
れ
ゆ
き　

冬
が
静
か
に

　

こ
の
土
地
に　

や
って
来
た
な
ら

　

木
の
葉
舞
い
散
る　

風
の
季
節
に

　

空
の
深
さ
を
知
る
で
し
ょ
う

見取り図案内其の一一〇

◎
展
示
案
内　

〜
３
月
24
日（
土
）

「
戌
年
」展　
「
俳
句
誌『
諷
詠
』展
」

◎
投
句
募
集　

〜
２
月
16
日
（
当
日
消
印
有
効
）

第
10
回
「
藤
岡
玉
骨
記
念
俳
句
大
会
」
（
３
月
９

日
開
催
）
の
投
句
を
募
集
。
市
内
在
住
の
人
は
２

句
１
組
ま
で
無
料
で
す
。

　

中
高
生
が
学
ぶ
日
本
史
教
科

書
の
現
在
を
46
の
テ
ー
マ
を
設

け
、
記
述
の
変
化
と
そ
の
根
拠

と
な
る
研
究
の
進
展
を
解
説
す

る
。

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
／
作

偕
成
社

高
橋
秀
樹
／
著　

吉
川
弘
文
館

　

平
安
時
代
に
描
か
れ
た
絵
巻

物
「
鳥
獣
戯
画
」
。
「
ど
ん
な

動
物
が
描
か
れ
て
い
る
」
「
い

つ
、
だ
れ
が
描
い
た
」
な
ど
、

鳥
獣
戯
画
に
つ
い
て
や
さ
し
く

説
明
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
出
版

K
A
G
A
Y
A
／
著

河
出
書
房
新
社

鳥獣戯画を読みとく

櫻
部
由
美
子
／
著

角
川
春
樹
事
務
所

悠久の宙 ここまで変わった
日本史教科書

まほろ姫と
にじ色の水晶玉

五
味
文
彦
／
監
修　

岩
崎
書
店

キ
ャ
ッ
ト
・
ク
ラ
ー
ク
／
著

あ
す
な
ろ
書
房

パンツ
プロジェクト浦島太郎が語る

浦島太郎ク
ゲ
ユ
ウ
ジ
／
文

高
陵
社
書
店

かんたん！
まっすぐ編みの
素敵ニット

フェルメールの街

Taira Kazuki

昨

井上内親王に捧げる歌

（写真）「戌の年」
ホームページより

会社概要
内容　米田薬品工業株式会社は、時流にあった商品、消費者のニーズ

に合った商品の開発と提供を迅速かつ積極的に展開し、発展
し続ける企業を目指しています。

代表者　　代表取締役社長　米田常彦
操業年月日　　平成 29年 3月 1日（創業 64年目）
従業員　112 人（五條工場 21人）（平成 29年 12 月１日現在）

詩こ

も
み
じ

も

く
さ
ぶ
か

わ
れ

こ

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

そら
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映映 像 フェスタェスタ
　五條市の魅力を映像で発信するイベント、
五條映像フェスタ 2018 を開催します。

2/24 
（土）

13時～
（12時30分開場）

　 河瀨 直美 （監督・五條市観光大使） 

 　永瀬 正敏 （俳優）

　 太田 好紀 （五條市長）

①映画  「光」 上映
　　監督・脚本：河瀨直美
　　出演：永瀬正敏  水崎綾女ほか

場所 市民会館

■申込方法　往復ハガキで次のとおり申し込んでください。

■募集人数　先着380人
※１人につき１枚、１回限りの申込みになります。
※定員になりしだい市ホームページでお知らせします。
※返信ハガキが入場券になりますので、会場に持ってき
てください。

■申込・問合先　企業観光戦略課（内線210）

637-8501
五
條
市
本
町
１‐

１‐

１

五
條
市
役
所

企
業
観
光
戦
略
課

「
映
像
フ
ェ
ス
タ
」
係

※

こ
の
面
は

　

何
も
書
か
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

郵便番号
あ
な
た
の
住
所

あ
な
た
の
氏
名

①あなたの住所
②あなたの氏名
③日中連絡が
　つく電話番号

往信面 返信面

※入場無料、完全予約制です。

②トークショー

五條市

河瀨直美監督 2017 年作品

映 像 フェスタ
201820182018

新町「大野屋」
　落ち着いた街並みが残る「新町通り」でレストランや喫茶店を始
めてみませんか？大野屋で出店に興味のある人のため説明会を開催
します。

■問合先　企業観光戦略課（内線２１５）

出店者募集中！

■日時　２月６日（火）14時～ 15時　食堂スペース
　　　　　　　　　　　15時～ 16時　喫茶スペース
■場所　五條市役所　第２分庁舎 3階大会議室

起業家
支援施設

（101 分）

16おしらせ・イベント



映 像 フェスタ

瀨

瀨

瀨

■
日
時　

３
月
３
日
（
土
）、
４

日（
日
）、10
日（
土
）、11
日（
日
）

　

９
時
〜
15
時
ご
ろ　

※

入
場
無
料

■
場
所　

堀
家
住
宅

　
（
西
吉
野
町
賀
名
生
１
番
地
）

■
駐
車
場　

旧
賀
名
生
小
学
校

（
有
料
）

■
出
展
内
容　

焼
き
物
・
さ
お
り

織
り
・
ち
ぎ
り
絵
・
ひ
ょ
う
た

ん
ラ
ン
プ
・
腰
機
織
り
マ
フ

ラ
ー
・
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
染
め
シ

ル
ク
ス
ト
ー
ル
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
・
ぜ
ん
ざ
い
・
お
に
ぎ
り
・

古
単
行
本
等

■
問
合
先　

企
業
観
光
戦
略
課

　
（
内
線
２
１
０
）

2018

　

女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
飾
ら
れ
る
ひ
な
人
形
。
今
年
も

資
料
館
で
は
、
恒
例
の
ひ
な
人
形

展
を
開
催
し
ま
す
。
衣
装
や
道
具
、

表
情
も
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
が

飾
ら
れ
た
資
料
館
で
、
季
節
の
行

事
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
会
期　

２
月
３
日
（
土
）

　

〜
４
月
１
日
（
日
）

■
会
場　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗

資
料
館

※

お
ひ
な
様
展
は
見
学
無
料
。

西
吉
野
の

　

お
ひ
な
様
展

ひ
な
祭
り
企
画

　

平
安
時
代
の
貴
族
の
遊
び

で
、
ひ
な
飾
り
に
も
使
わ
れ

る
貝
合
わ
せ
。
ひ
な
祭
り
に

合
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
貝

合
わ
せ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
３
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

先
着
20
人

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話

か
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

貝
合
わ
せ
の

お
ひ
な
様
を

　

作
ろ
う

あ
の
う
体
験
塾

「青い目の人形パトリ」賀名生の里歴史民俗資料館 ■入館料　大学生・一般 300 円、高校生 150 円、小・中学生 100 円※団体割引あり
■開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）　
■休館日　月曜日・祝日の翌日（２月 12 日（月）は開館・13 日（火）は休館）

オリジナル貝合わせ

昨
年
の
「
お
ひ
な
様
展
」
の
様
子

☎32・9010　anounosato-museum@kcn.jp

五條市ふるさとハローワーク
　「五條市ふるさとハローワーク」は、五條市と
ハローワーク下市が連携し、運営する施設です。
■利用時間　９時 30 分～ 17 時
（土日祝・年末年始を除く）
☎２６・０１０３

　専門の職員が仕事探し
の相談を受け付け、事業
所へ紹介します。

　求人検索機で全
国の求人情報を閲
覧できます。

求 検索機 全

気軽に利用してください

第
４
回

賀
名
生
皇
居
跡

　

手
作
り
交
流
市

　

賀
名
生
皇
居
跡
を
中
心
に
手
作

り
品
の
展
示
・
販
売
を
通
じ
、
近

隣
住
民
と
観
光
客
の
交
流
を
は
か

る
「
手
作
り
交
流
市
」
を
開
催
し

ま
す
。
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おしらせ・イベント

防災トピックス防災トピックス

■問合先　危機管理課（内線 370）

防災行政無線
昨年の台風の際にも活用されました。

※機器が正常に稼働しているか確認
　するため、毎日 17時に「夕焼け
　小焼けのメロディー」が流れます。

■災害発生の危険性が高まった場合
➡「避難準備・高齢者等避難開始」
　「避難勧告」「避難指示（緊急）」等
■災害が発生した場合
➡「避難所情報」等
を防災行政無線から放送し、
皆さんにお知らせします。

テレホンサービス
☎22・2233

冬場の閉め切った
室内では放送が聞こ
えにくくなります。
その時は同じ内容を

で聞くことができます。

　

災
害
時
に
地
域
住
民
の
た
め
に

中
心
と
な
る
の
が
消
防
団
で
す
。

あ
な
た
も
消
防
団
に
入
り
ま
せ
ん

か
。

■
消
防
団
の
身
分
と
は

　

消
防
団
員
の
身
分
は
、
特
別
職

（
非
常
勤
）
の
公
務
員
で
す
。

■
消
防
団
の
活
動
と
は

▼
災
害
時　

火
災
や
大
規
模
災
害

発
生
時
に
現
場
で
消
火
活
動
・

救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
災
害
時
以
外　

火
災
予
防
広
報

や
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
消
防
団
の
入
団
資
格

　

心
身
と
も
に
健
康
な
、
市
内
に

居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以

上
の
人
（
男
女
不
問
）

※

現
在
も
様
々
な
職
業
を
持
つ
幅

広
い
年
齢
層
の
消
防
団
員
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　
　
（
内
線
３
６
０
）

消
防
団
員募集

中

自
分
達
の
ま
ち
は
自
分
達
で
守
る

防
団
の
身
分
と
は

た
も
消
防
団
に
入
り
ま
せ
ん

災災防災 クスックト スクピトピックストピックス
災

中
心

あ
な

か
。

■
消消

■
消

▼
災発救

▼
災や

■
消心居上

※

現広躍■

災災防
消自

分

防防災災防災トピ クスピトピ クス

第
12
回

　

五
條
市
西
吉
野

　
　

ふ
れ
あ
い
文
化
祭

　

展
示
や
発
表
、
模
擬
店
な
ど
も

楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
17
日
（
土
）・

　

18
日
（
日
）

■
場
所　

西
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
西
吉
野
町
八
ツ
川
451
）

▼
17
日
（
土
）
11
時
30
分
〜

　

カ
ラ
オ
ケ
発
表

▼
18
日
（
日
）
９
時
30
分
〜

　

各
舞
台
発
表
・
模
擬
店
・

　

お
茶
席　

▼
両
日
９
時
〜　

生
け
花
・
書
道
・

俳
句
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
・
写
真
・
町
内
の
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
高
校
の
生
徒
の

作
品
展
示

■
問
合
先　

五
條
市
西
吉
野
ふ
れ

あ
い
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務

局（
西
吉
野
支
所
地
域
振
興
課
内
）

☎
３
３
・
０
３
０
１

２/17
（土）

２/18
（日）

五
條
市
木
レ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

■
日
時　

３
月
18
日
（
日
）

　

11
時
〜
15
時

※

申
込
不
要
・
雨
天
中
止

■
場
所　

五
新
線
城
戸
駅
周
辺

　
（
西
吉
野
町
城
戸
）

■
そ
の
他　

車
で
来
場
の
場
合
、

き
す
み
広
場
（
西
吉
野
町
川

岸
）
が
駐
車
場
と
な
り
ま
す
。

※

会
場
ま
で
送
迎
用
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

※

木
レ
ー
ル
受
付
は
14
時
30
分

ま
で
。

■
問
合
先　

西
吉
野
支
所
地
域

振
興
課

☎
３
３
・
０
３
０
１

３/18
（日）

　

幻
の
五
新
鉄
道
跡
地
に
敷
か
れ

た
木
製
レ
ー
ル
に
、
あ
な
た
も
お

も
ち
ゃ
の
列
車
を
走
ら
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。
５
イ
ン
チ
列
車
の
乗
車

体
験
の
ほ
か
、
今
年
は
Ｇ
ゲ
ー
ジ

列
車
運
転
体
験
も
初
登
場
。
た
く

さ
ん
の
模
擬
店
も
楽
し
め
ま
す
。

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

夢
を
乗
せ
君
の
ミ
ニ
列
車
を
走
ら
せ
よ
う

第
５
回

消防トピックス

車両火災
７件

建物火災
７件

その他
6件

18おしらせ・イベント



■問合先　五條消防署　☎２２・３３１０消防トピックス消防トピックス消防トピックス

切り取って保管しましょう

９時〜 16 時 急病患者の応急処置 応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

野原西 5丁目 2－59

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

※昨年４月から五條病院内に
　移転しています。電話番号・
　診療時間に変更はありません。

■問合先　カルム五條
　　　　　（内線 290）

※保険証を持ってきてください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状により、二次救急医療
機関の診療を勧める場合があります。受診前に電話で確認
してください。
※マスクを着用して来てください。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日夜間・深夜

橿原市休日夜間応急診療所

応急を要する

小児科の診療

21時30分～６時

２⽉・３⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医
   ２月４日（日） １１日（日） １２日（月・祝） １８日（日）

２５日（日）

五條３丁目 2－20
中西クリニック
☎２５・２７６０

中之町１６１７－１
田畑医院

☎２５・１２１１

岡口１丁目 2－22
右馬医院

☎２２・２２８１

須恵 2丁目 1－25
山田医院

☎２２・２０３９

   ３月４日（日） １１日（日） １８日（日） ２１日（水・祝）

２５日（日）

野原西４丁目９-25
中谷内科医院
☎２２・３６８３

須恵２丁目６－21
足立医院

☎２５・３９３９

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

新町 2丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

今井４丁目 1－16
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ
☎２５・５５２５

今井４丁目 1－16
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ
☎２５・５５２５

　

平
成
29
年
に
五
條
消
防
署
管
内
（
五

條
市
・
十
津
川
村
）
で
20
件
（
前
年
比

８
件
減
）
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
車
両
火
災
が
７
件
・
建
物
火

災
が
７
件
で
全
体
の
70
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
救
急
搬
送
人
員
の
半
数

が
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平成 29年
五條市・

十津川村での
火災件数
全 20件

車両火災車両火災
７件７件

建物火災建物火災
７件７件

その他その他
6件6件

建物火災
７件

平
成
29
年
の

火
災
発
生
状
況
・
損
害

救
急
・
救
助
件
数
を
報
告

①エンジンルームの中に軍手や布等の置き忘れはあり
ませんか？

②車内にライターやスプレー缶等を放置していません
か？

③異臭がしたら速やかに安全な場所に停止し、エンジ
ンを切って車から離れましょう。

④車の定期点検を忘れずに、異常を感じた時は早期に
点検を受けましょう。

①コンセントに差し込んだプラグ等に、
ホコリなどが付いていないか定期的
に点検・清掃していますか？

②電気コードが家具等の下敷きになっ
たり、折れ曲がったりしていません
か？

③コードを束ねたまま使ったり、タコ
足配線をして使ったりしていません
か？

④リコール対象の電気製品を使ってい
ませんか？

ん

い

車両火災は異音・異臭に注意！ 建物火災は電気製品に注意！

損害額

焼損面積

焼損棟数

り災世帯

り災人員

死者数

負傷者数

4,520 万円

559 ㎡

10 棟

４世帯

12 人

０人

３人

平成 29 年（12/1 まで）
火災での損害状況

救  

急
救  

助

そ
の
他
災
害

平成 29 年中災害発生状況と前年比較　※（　）内は前年比、▲は減
出動
件数

出動
件数

搬送
人数

救助
人数

出
動
件
数

2,375 件
（▲7件）
2,271 人
（▲4人）

36 件
（▲14 件）
19 人

（▲6人）

353 件
（110 件）

その他
6件

車両火災
７件

生命・財産を
守るために
頑張ります！

⑤シガーソケットに、火災や
ショートの原因になるゴミや金
属片などが入らないよう、定期
的に掃除をしましょう。

☎２５・３９３９☎２２・２０７２ ☎２２・２００４

※二次救急医療機関として、南奈良総合医療セン
ター受診を勧められた場合、まず電話で確認してか
ら受診してください。（緊急の場合は対応できない場合
があります。）
　■問合先  ☎0747・54・5000
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おしらせ・イベント

五
條
警
察
署
か
ら

　

お
し
ら
せ

■
問
合
先　

五
條
警
察
署

☎
２
３
・
０
１
１
０

　　

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
な

ど
「
食
」
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、

今
日
か
ら
始
め
る
口
腔
ケ
ア
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。

■
日
時　

２
月
12
日
（
月
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

阪
巻
老
人
憩
の
家

　
（
西
吉
野
町
阪
巻
１
８
０
番
地
の
１ 

）

■
対
象
者　

家
族
の
介
護
を
し
て

い
る
人
、
介
護
に
関
心
の
あ
る

人
■
費
用　

無
料

■
そ
の
他　

送
迎
が
必
要
な
人
は

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

居
宅
介
護
支
援
事
業

所　

音
和
舎
彩
羽

☎
２
３
・
０
７
１
１（
担
当
：
綛
谷
）

※

五
條
市
の
委
託
事
業
で
す
。

　

今
は
男
性
も
料
理
を
す
る
時
代
。

健
康
の
た
め
に
も
「
食
育
」
の
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
24
日
（
土
）

　

14
時
〜
16
時

■
場
所　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

（
奈
良
市
東
向
南
町
６
）

■
講
師　

熊
本
登
司
子
さ
ん

　
（
畿
央
大
学
健
康
栄
養
学
科
講
師
）

■
対
象　

先
着
男
女
30
人

※

男
性
１
人
で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
一
緒
で
も
受
講
可
能

■
申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
①
講
座
名
②
氏
名
（
ふ

り
が
な
）③
住
所
④
電
話
番
号

⑤
年
齢
（
○
歳
代
）⑥
託
児
希

望
の
有
無
（
希
望
の
場
合
は
⑦

子
ど
も
の
名
前
⑧
生
年
月
日
）

を
書
い
て
申
し
込
む
か
、
奈
良

県
女
性
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

２
月
16
日
（
金
）

■
費
用　

無
料

■
問
合
先　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
２
３
０
０

FAX
０
７
４
２
・
２
２
・
６
７
２
９

　

天
然
の
藍
で
藍
染
の
体
験
、
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
藍
染
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
開
催
日
時　

３
月
３
日
（
土
）

10
時
〜
15
時（
９
時
30
分
集
合
）

■
集
合
場
所　

老
人
憩
の
家

■
参
加
費
用

　

①
バ
ン
ダ
ナ　

１
８
０
０
円

　

②
ハ
ン
カ
チ　

１
５
０
０
円

※

い
ず
れ
も
税
込
み
、
ど
ち
ら
か

１
つ
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

藍
染
工
房　

瑠
璃

　
（
和
歌
山
県
橋
本
市
慶
賀
野
53-

12
）

■
定
員　

先
着
12
人

■
申
込
受
付　

２
月
10
日
（
土
）

９
時
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
昼
食

※

昼
食
を
工
房
で
用
意
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。（
要
別
途
料
金
）

申
込
み
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
来
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

　

健
康
な
体
づ
く
り
が
で
き
る
講

座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
４
日
（
日
）、
11

日（
日
）、18
日（
日
）、25
日（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

須
恵
公
民
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
人
（
先
着
30
人
）

※

お
お
む
ね
４
回
継
続
し
て
参
加

で
き
る
人

■
費
用　

無
料

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
咲
寮
で
は
、

物
資
の
納
入
業
者
を
追
加
募
集
し

ま
す
。（
平
成
29
年
度
か
ら
登
録

し
て
い
る
場
合
、
今
回
の
申
請
は

不
要
で
す
。）

■
受
付
期
間　

２
月
１
日
（
木
）

〜
２
月
14
日
（
水
）

　

９
時
〜
17
時
ま
で
（
平
日
の
み
）

■
対
象　

給
食
材
料
、
仕
出
し
弁

当
類
を
取
り
扱
う
市
内
の
業
者

に
限
る
。

■
登
録
有
効
期
間　

平
成
30
・
31

年
度

■
提
出
書
類

①
花
咲
寮
用
物
資
納
入
業
者
登
録

申
請
書　

②
市
税
の
完
納
証
明
書
（
非
課
税

の
場
合
は
非
課
税
証
明
書
）

③
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業
許

可
書
（
写
し
）

④
食
品
衛
生
監
視
票

⑤
営
業
所
、
製
造
所
お
よ
び
倉
庫

の
所
在
地
見
取
図

※

申
請
書
は
施
設
窓
口
で
配
布
し

ま
す
。

※

申
請
は
窓
口
で
の
提
出
に
限
り

ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

養
護
老
人

ホ
ー
ム
花
咲
寮

☎
２
２
・
２
９
３
９

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

参
加
者
募
集

講　

座

募　集

花
咲
寮
用
物
資
納
入
業
者

花
咲
寮
用
物
資
納
入
業
者

　

追
加
登
録
を
募
集

　

追
加
登
録
を
募
集

花
咲
寮
用
物
資
納
入
業
者

　

追
加
登
録
を
募
集

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ク
ッ
キ
ン
グ

ア
ー
ト
講
座

  

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

　

巡
回
連
絡
と
は
、
警
察
官
が
皆

さ
ん
の
家
庭
や
職
場
を
訪
問
し
、

防
犯
指
導
を
行
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
皆
さ
ん
の
警
察
へ
の
要
望
や

意
見
を
聞
き
取
り
し
ま
す
。

　

警
察
官
が
訪
問
し
た
際
に
は
、

非
常
時
の
連
絡
先
等
を
記
入
す
る

「
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
」
に
記
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は

▼
外
出
時
に
家
族
が
迷
子
に
な
っ

た
場
合
・
事
故
に
あ
っ
た
場
合

▼
地
震
・
災
害
な
ど
の
災
害
に

あ
っ
た
場
合

▼
留
守
中
に
盗
難
被
害
に
あ
っ
た

場
合

  

な
ど
、
非
常
時
の
連
絡
に
活
用

し
ま
す
。

巡
回
連
絡
に

 

協
力
し
て
く
だ
さ
い

訪
問
し
た
際
に
は

　

協
力
お
願
い
し
ま
す

講　座

五
條
市
介
護
教
室

五
條
市
介
護
教
室

お
口
の
中
か
ら
の

お
口
の
中
か
ら
の

 

健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り 

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

五
條
市
介
護
教
室

お
口
の
中
か
ら
の

 

健
康
づ
く
り 

参
加
者
募
集

講　座

イ
ク
メ
ン
・
カ
ジ
ダ
ン
講
座

イ
ク
メ
ン
・
カ
ジ
ダ
ン
講
座

男
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー

男
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー　

～
料
理
を
作
る
そ
の
前
に
～

～
料
理
を
作
る
そ
の
前
に
～

イ
ク
メ
ン
・
カ
ジ
ダ
ン
講
座

男
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー　

～
料
理
を
作
る
そ
の
前
に
～

講　座

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

 

元
気
な
体
づ
く
り
講
座

元
気
な
体
づ
く
り
講
座

　

参
加
者
募
集

　

参
加
者
募
集

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

 

元
気
な
体
づ
く
り
講
座

　

参
加
者
募
集

講　座

藍
染
体
験
講
習
会

藍
染
体
験
講
習
会

藍
染
体
験
講
習
会

年
金
出
張
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

お 

と 

わ 

や 

い 

ろ 

は

か
せ
た
に
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント
■
内
容　

体
力
測
定
、
専
門
家
に

よ
る
運
動
指
導
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
指
導
、
栄
養
指
導
、
生
活
習

慣
病
予
防
の
指
導
等　

■
持
ち
物　

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物

※

体
操
の
で
き
る
服
装
で
来
て
く

だ
さ
い
。

※

送
迎
を
希
望
す
る
人
は
申
込
み

時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

車
で
来
場
す
る
人
は
乗
り
合
わ

せ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

居
宅
介
護
支
援
事
業

所　

音
和
舎
彩
羽

☎
２
３
・
０
７
１
１
（
担
当
：
綛
谷
）

※

五
條
市
の
委
託
事
業
で
す
。

　

本
場
の
台
湾
家
庭
料
理
、
開
口

笑
（
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
）、

紅
焼
海
老
（
エ
ビ
チ
リ
）、
炒
三

絲
（
野
菜
炒
め
）
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
17
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

１
４
０
０
円
（
材
料

費
１
１
０
０
円
・
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン

グ
に
参
加
し
た
人
は
材
料
費
の

み
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
指
導
者　

阿
部
彩
珠 

先
生

　
（
台
湾
出
身
の
料
理
上
手
主
婦
）

■
申
込
方
法　

３
月
７
日
（
水
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
代

理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
１
人

に
対
し
１
人
ま
で
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
用
の

タ
ッ
パ
ウ
ェ
ア

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
・

無
料
）

※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

長
く
楽
し
む
早
春
の
寄
せ
植
え

を
作
り
ま
し
ょ
う

■
日
時　

３
月
19
日
（
月
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

青
木
恵
子 

先
生

　
（
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

２
３
０
０
円
（
材
料

費
２
０
０
０
円
、
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
持
ち
物　

軍
手
・
筆
記
用
具
・

作
品
を
持
ち
帰
る
袋
・
ス
コ
ッ

プ
・
古
新
聞　
　
　
　
　
　

■
申
込
方
法　

２
月
19
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
代

理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
１
人

に
対
し
１
人
ま
で
）

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
・

無
料
）

※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

毎
週
平
日 
８
時
30
分
〜
16
時

に
、相
談
内
容
に
合
わ
せ
、ス
タ
ッ

フ
が
事
前
に
準
備
し
て
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

■
場
所　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
５-

11 
）

※

予
約
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

　

ま
た
は
次
の
問
合
先
ま
で
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。（
要
予
約
）

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（※

２
月
は
８
日
、
３
月
は
８
日
）

■
相
談
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
〜
16
時
ま
で

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
違
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

参
加
者
募
集

花
咲
寮
用
物
資
納
入
業
者

　

追
加
登
録
を
募
集

講　座

チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ク
ッ
キ
ン
グ

　

ク
ッ
キ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ク
ッ
キ
ン
グ

講　座講　座

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
ト
講
座

    

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

ア
ー
ト
講
座

  

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

五
條
市
介
護
教
室

お
口
の
中
か
ら
の

 

健
康
づ
く
り 

参
加
者
募
集

イ
ク
メ
ン
・
カ
ジ
ダ
ン
講
座

男
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー　

～
料
理
を
作
る
そ
の
前
に
～

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

 

元
気
な
体
づ
く
り
講
座

　

参
加
者
募
集

藍
染
体
験
講
習
会

相　談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

相　談

年
金
事
務
所
の

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

　

予
約
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

お 

と 

わ 

や 

い 

ろ 

は

か
せ
た
に
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

来
館
も
可
能
で
す
。

※

無
料
で
カ
ラ
オ
ケ
、
ヘ
ル
ス
ト

ロ
ン
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
な
ど
が

利
用
で
き
ま
す
。

※

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時
（
カ

ラ
オ
ケ
は
10
時
〜
15
時
）

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

　

五
條
市
政
治
倫
理
条
例
に
よ
り

新
し
く
当
選
さ
れ
た
12
人
の
市
議

会
議
員
の
う
ち
、
１
月
４
日
現
在
、

７
人
か
ら
関
係
企
業
等
報
告
書
が

提
出
さ
れ
、
う
ち
３
人
か
ら
９
社

の
辞
退
届
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
し
ま
す
。

■
問
合
先　
　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
２
８
６
）

　

２
月
の
く
み
取
り
に
つ
い
て
は
、

冬
場
の
た
め
道
路
へ
の
積
雪
や
凍

結
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
予

定
日
の
設
定
を
行
い
ま
せ
ん
。
希

望
者
は
直
接
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

　

老
人
憩
の
家
は
開
放
日
に
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
１
人

で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

▼
五
條
方
面　

２
月
10
日
、
２
月

24
日
、
３
月
17
日

▼
西
吉
野
方
面　

２
月 

17
日
、

３
月 
10
日
、
３
月
24
日

※

す
べ
て
土
曜
日

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
60

歳
以
上
の
人

※

送
迎
バ
ス
が
必
要
な
人
は
、
利

用
日
の
２
日
前
ま
で
に
①
名
前

②
電
話
番
号
③
乗
車
場
所
（
最

寄
の
バ
ス
停
）
を
伝
え
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
自
家
用
車
で

　
（
吉
野
町
大
字
丹
治
１
３
０
番
地
の
１
）

■
対
象
者　

障
害
児
本
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者
（
予
約
不
要
）

■
問
合
先　

五
條
・
吉
野
地
域
自

立
支
援
協
議
会
事
務
局

☎
０
７
４
７
・
５
３
・
２
１
５
３

FAX
０
７
４
７
・
６
４
・
８
８
９
０

　

内
部
障
害
の
た
め
、
な
か
な
か

わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
悩
み
に
、
専
門
家
が
対
応

し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時
・
場
所

①
２
月
20
日
（
火
）
９
時
〜
12
時

　

奈
良
県
文
化
会
館

　
（
奈
良
市
登
大
路
町
６-

２
）

②
２
月
24
日
（
土
）
９
時
〜
12
時

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０-

11
）

■
相
談
対
応
者　

専
門
看
護
師
、

支
部
役
員
、
装
具
業
者

※

無
料
・
申
込
不
要

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会　

奈
良
県
支
部

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

　

奈
良
県
司
法
書
士
会
で
は
、
相

続
登
記
そ
の
他
登
記
の
無
料
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
18
日
（
日
）

　

13
時
〜
16
時

■
場
所　

▼
奈
良
会
場　

西
部
公
民
館

　
（
奈
良
市
学
園
南
三
丁
目
１
番
５
号
）

▼
橿
原
会
場　

橿
原
文
化
会
館

　
（
橿
原
市
北
八
木
町
三
丁
目
65-

５
）

■
相
談
料　

無
料

■
内
容　

相
続
登
記
、
そ
の
他
の

登
記
に
つ
い
て
相
談

※

事
前
予
約
者
優
先
、
当
日
参
加

可
能

■
予
約
・
問
合
先　

奈
良
県
司
法

書
士
会

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
６
６
７
７

　

子
育
て
の
悩
み
は
千
差
万
別
、

子
ど
も
の
成
長
に
伴
っ
て
新
た
な

悩
み
も
出
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
20
日
（
火
）

　

９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所　

吉
野
町
健
や
か
一
番
館

おしらせ

〈
大
塔
地
区
〉

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
の
動
き
（
12
月
31
日
現
在
）

※

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

月
比
・
▲
は
減
少

相　談

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
の
人

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
の
人

　

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

　

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

　
　
　
　

第
6565
回
個
別
相
談
会

回
個
別
相
談
会

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
の
人

　

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

　
　

第
65
回
個
別
相
談
会

おしらせ

老
人
憩
の
家

老
人
憩
の
家 

開
放
日

開
放
日

老
人
憩
の
家 

開
放
日

相　談

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
無
料
相
談
会

か
月
間
」
無
料
相
談
会

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
無
料
相
談
会

相　談

障
害
児
・
保
護
者

障
害
児
・
保
護
者

　

の
た
め
の
相
談
会

　

の
た
め
の
相
談
会

障
害
児
・
保
護
者

　

の
た
め
の
相
談
会

第
35
回
吉
野
川
師
走

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

第
32
回
五
條
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
協
会
会
長
杯
結
果

奈
良
地
方
法
務
局

 

人
権
擁
護
課
が
移
転
し
ま
す

おしらせ

五
條
市
政
治
倫
理
条
例

五
條
市
政
治
倫
理
条
例

に
よ
り
報
告
し
ま
す

に
よ
り
報
告
し
ま
す

五
條
市
政
治
倫
理
条
例

に
よ
り
報
告
し
ま
す

22おしらせ・イベント



おしらせ・イベント

（
敬
称
略
）

中
学
男
子
の
部

優　

勝　

川
口
洸
樹
・
並
井
太
壱

　
　
　
（
五
條
西
中
）

準
優
勝　

天
野 

颯
・
久
保
田
郁
斗

　
　
　
（
五
條
西
中
）

第
３
位　

大
野
充
輝
・
麻
原
大
雅

　
　
　
（
五
條
西
中
）

第
３
位　

礒
田
莉
久
・
小
西
泰
誠

　
　
　
（
五
條
西
中
）

中
学
女
子
の
部

優　

勝　

辻
本
夢
歩
・
辻
岡
歩
美

　
　
　
（
西
吉
野
中
）

準
優
勝　

岩
井
く
る
み
・
元
谷
真
愛

　
　
　
（
五
條
西
中
）

第
３
位　

浦
平
花
奈
・
岡
田
萌
花

　
　
　
（
西
吉
野
中
）

第
３
位　

筒
井
星
莉
・
谷
間
桜
華

　
　
　
（
五
條
中
）

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
（
内
線
８
１
２
）

女
子
５
ｋ
ｍ

（
10
代
）　　

１
位　

今
西
未
咲

　
　
　

  　

  

２
位　

山
本
美
夢

（
40
代
）　　

３
位　

阪
本
真
奈
美

女
子
2.5
ｋ
ｍ　

（
小
学
１
年
）
１
位　

森　

結
香

（
小
学
３
年
）
２
位　

阪
本
空
美

　
　
　
　
　

  

３
位　

尾
藤
ひ
め

（
小
学
４
年
）
２
位　

大
谷
蓮
華

　
　
　
　
　

  

３
位　

西
尾　

梓

（
小
学
５
年
）
１
位　

花
坂
陽
葵

（
小
学
６
年
）
１
位　

松
本
紗
弥

　
　
　
　
　

  

２
位　

阪
本
理
澄

　
　
　
　
　

  

３
位　

椋
本
真
心

８
０
０
ｍ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　

 
２
位　

市
平
智
也

　
　
　
　
　

 
３
位　

西　

奏
音

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
（
内
線
８
１
２
）

　

11
月
18
日
に
阿
田
峯
公
園
・
吉

野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
大
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

昨
年
12
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た

大
会
の
市
内
在
住
の
上
位
入
賞
者

を
報
告
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

男
子
10
ｋ
ｍ

（
30
代
）　　

  

２
位　

山
縣
利
光

（
40
代
）　　

  

２
位　

平
林
健
男

男
子
５
ｋ
ｍ

（
80
代
）　  　

１
位　

阪
ノ
上
豊

男
子
2.5
ｋ
ｍ　

（
小
学
１
年
）
１
位　

竹
下
祐
生

　
　
　
　
　

  

２
位　

岡
本
遙
斗

　
　
　
　
　

  

３
位　

赤
阪
斗
馬 

（
小
学
２
年
）
１
位　

辰
己
彰
斗

　
　
　
　
　

  

２
位　

大
谷
仁
泰

（
小
学
３
年
）
１
位　

森　

友
星

　
　
　
　
　

  

２
位　

平
岡
湊
斗

　
　
　
　
　

  

３
位　

竹
下
哲
平

（
小
学
４
年
）
１
位　

辰
己
亜
斗
夢

　
　
　
　
　

  

２
位　

横
谷
晋
誠

（
小
学
５
年
）
２
位　

小
川
大
祐

（
小
学
６
年
）
１
位　

西
尾
佳
也

■問合先　人権施策課
☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

は
、
２
月
13
日
（
火
）
か
ら
次
の

住
所
に
移
転
し
ま
す
。

■
新
住
所　

奈
良
市
高
畑
町
５
５

２
番
地　

奈
良
第
２
地
方
合
同

庁
舎
２
階

■
問
合
先　

奈
良
地
方
法
務
局
総

務
課

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
５
３
４

（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
五
條
市
ス
カ
ウ
ト
育
成
協
議
会

▼
石
田
順
子

▼
犬
飼
ご
詠
歌
講

▼
井
上
富
雄

▼
ま
こ
と
ち
ゃ
ん
地
蔵
賽
銭
箱

《
五
條
市
福
祉
基
金
》

▼
高
野
山
真
言
宗
内
吉
野
宗
務
支
所

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

市民の善意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市の動き

市
の
動
き

市
の
動
き
（
12
月
31
日
現
在
）

日
現
在
）

※

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

月
比
・
▲
は
減
少

月
比
・
▲
は
減
少

市
の
動
き
（
12
月
31
日
現
在
）

※

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

月
比
・
▲
は
減
少

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
の
人

　

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

　
　

第
65
回
個
別
相
談
会

人
口
３
１
，
３
０
８
人
（
▲
４
３
）

男
　

１
４
，
９
１
２
人
（
▲
３
１
）

女
　

１
６
，
３
９
６
人
（
▲
１
２
）

世
帯
数
１
３
，
６
４
３  （
▲
６
）

出
生
　

９
件
　

死
亡
４
７
件

転
入
３
２
件
　

転
出
４
４
件

老
人
憩
の
家 

開
放
日

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
無
料
相
談
会

障
害
児
・
保
護
者

　

の
た
め
の
相
談
会

おしらせ

第
35
回
吉
野
川
師
走

回
吉
野
川
師
走

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

第
35
回
吉
野
川
師
走

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

おしらせ

第
32
回
五
條
市
ソ
フ
ト

回
五
條
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
協
会
会
長
杯
結
果

テ
ニ
ス
協
会
会
長
杯
結
果

第
32
回
五
條
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
協
会
会
長
杯
結
果

おしらせ

奈
良
地
方
法
務
局

奈
良
地
方
法
務
局

 

人
権
擁
護
課
が
移
転
し
ま
す

人
権
擁
護
課
が
移
転
し
ま
す

奈
良
地
方
法
務
局

 

人
権
擁
護
課
が
移
転
し
ま
す

五
條
市
政
治
倫
理
条
例

に
よ
り
報
告
し
ま
す
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

　

昭
和
63
年
４
月
に
は
、
宗
川
野
小
学

校
と
「
研
精
舎
」
の
流
れ
を
汲
む
城
戸

小
学
校
と
大
峯
小
学
校
は
統
合
さ
れ
、

西
吉
野
小
学
校
が
誕
生
し
、
平
成
16
年

（
２
０
０
４
）
４
月
に
は
賀
名
生
と
白

銀
の
両
小
学
校
も
西
吉
野
小
学
校
に
統

合
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
初
期
に
開
校
さ

れ
た
小
学
校
と
そ
の
流
れ
を
汲
む
学
校

は
、
１
３
０
年
後
に
１
つ
の
学
校
へ
と

姿
を
変
え
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
息
づ
い
た
歴
史
が
集
約

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
お
わ
り
）文

化
財
課
学
芸
員　

山
本
望
実

【
参
考
文
献
】

▼
『
五
條
郡
役
所
部
内
小
学
校
沿
革
誌
』

（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
・
明
治
17
年
）

▼
『
小
学
校
沿
革
調
書
』

（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
・
明
治
24
年
）

▼
『
西
吉
野
村
史
』

（
西
吉
野
村
教
育
委
員
会
・
昭
和
38
年
）

▼
『
西
吉
野
村
の
あ
ゆ
み
』

（
西
吉
野
村
・
平
成
17
年
）

合
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
８
年
３
月
に
は
、
鎮
国
寺
（
西

吉
野
町
向
加
名
生
）
の
本
堂
を
借
用
し

て
「
開
明
舎
」
（
翌
年
12
月
に
賀
名
生

小
学
校
と
改
称
）
が
開
校
し
ま
し
た
。

学
区
は
、
旧
賀
名
生
郷
11
村
（
大
日

川
・
黒
淵
・
向
賀
名
生
・
湯
塩
・
屋
那

瀬
・
滝
・
江
出
・
老
野
・
和
田
・
北
曽

木
・
神
野
）
で
し
た
。
こ
ち
ら
も
開
校

か
ら
２
か
月
後
、
生
徒
の
通
学
に
支
障

を
き
た
す
と
い
う
理
由
で
、
和
田
・
北

曽
木
・
神
野
の
３
村
を
学
区
と
す
る
分

校
が
設
立
さ
れ
、
地
元
有
志
の
願
い
に

よ
り
、
明
治
11
年
に
開
明
舎
か
ら
独
立

し
ま
し
た
（
舎
号
：
「
服
膺
舎
」
。
明

治
12
年
に
北
曽
木
小
学
校
と
改
称
）
。

　

明
治
41
年
４
月
、
賀
名
生
、
北
曽
木

の
両
校
は
統
合
し
、
賀
名
生
尋
常
高
等

小
学
校
（
昭
和
22
年
４
月
、
賀
名
生
小

学
校
と
改
称
）
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）

４
月
、
「
格
致
館
」
の
流
れ
を
汲
む
汗

入
小
学
校
他
４
校
と
明
治
24
年
７
月
に

夜
中
村
に
開
校
し
た
白
銀
高
等
小
学
校

の
統
合
に
よ
り
、
白
銀
北
小
学
校
と
白

銀
南
小
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
（
昭
和

35
年
、
両
校
は
合
併
し
白
銀
小
学
校
に

改
称
）
。

　

明
治
７
年
（
１
８
７
４
）
７
月
、
宗

川
野
村
の
宝
蔵
院
の
講
堂
を
借
用
し
て

「
宗
川
野
小
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

学
区
は
、
旧
宗
野
川
郷
11
村
（
迫
（
現

勢
井
）
・
日
裏
・
川
股
・
平
尾
・
茄
子

原
・
阪
巻
・
宗
川
野
・
本
谷
・
西
野
・

立
川
渡
・
永
谷
）
で
し
た
。
開
校
か
ら

２
か
月
後
に
は
、
生
徒
の
増
加
に
伴
い

校
舎
が
狭
く
な
り
、
ま
た
生
徒
の
通
学

に
支
障
を
き
た
す
と
い
う
理
由
か
ら
、

地
元
有
志
の
話
合
い
に
よ
り
、
西
日

裏
・
永
谷
・
平
雄
・
茄
子
原
に
分
校
が

置
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
つ
の
分

校
は
、
12
年
後
に
宗
川
野
小
学
校
に
統
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五
條
の

明
治
時
代
の
西
吉
野
地
域
の
小
学
校

 

そ
の
２　

宗
川
野
小
学
校
と
開
明
舎

五
條
の

をを

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12
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14

15

16
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19
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21
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23

24

25

26

27

28

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

條市  編
1 号 ☎07

統さ校とれ約望
実

誌
』

年
）

年
）

年
）

を今にを今に伝える伝える史を探史を探る」ではる」では 五條の、五條の歴史 文歴史・文化化

２月の目標 
  341.5㌧!200

トン減

めざせ年間

編集 市

実』））

「五條の「五條の歴歴歴史歴史

のの月のののののの２２２月２２２２２２２２

200
トン減

めざせ年間

747・22・4001

標 の目標の 標
5㌧5 !

市⻑公室企画政策課公室公室企画政企画政策課

ののの月月ののののの
3411..34

２２月月２２２２２
  30

減

年間

政政策課策課

各家庭でしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

20
トン減

めめめめざせ年

各

燃えるごみ

減量チャレンジ！

学戸、年白 学戸年白

資資料とその料とそのゆかりのゆかりの地を地を紹介地を紹介を紹介紹介介しますます。しましし

指しましょうしまま

・ごみ量 387.7㌧
・目標値 377.3㌧

11月結果発表！

10.4㌧

超過！

２月の目標 
  341.5㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭でしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

も
う
少
し

が
ん
ば
ろ
う
！

市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
防
災
行
政
無
線

※

放
送
内
容
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
ら
、
同
じ
内
容
を

放
送
内
容
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
ら
、
同
じ
内
容
を

　

防
災
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

防
災
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎

２
２
・
２
２
３
３

２
２
・
２
２
３
３ 

で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（画像）格致館、研精舎、宗川野小学校、開明舎の学区

こうほうごじょううう 広報五條広報五條広報五條

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

２ 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日２/11
（日）

２/10
（土）

２/22
（木）

15（月）

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

２/21
（水）

２/28
（水）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

２/21
（水）

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～12時15分

　　　13時～16時

受付　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

２/８
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

２/７
（水）

ゆ
み
』

17
年
）

え

25

26

27

2

日

月

臨時職員
登録受付中

■問合先　児童福祉課（内線 349）

市内保育所
学童保育所

場所 第２分庁舎３階

臨時職員市市内内保保育育所所

　納税は口座振替のほか、コンビニで
も納付できます。
■問合先 ▼税務課（内線 260）
　　　　 ▼保険課（内線 266）

２月は
固定資産税・第４期
国民健康保険税・第８期
納期限は２月 28日（水）まで

  発⾏ 五
〒637-8501 奈良県五條市本町 1 丁⽬ 1

減量
燃え

28
火

水

臨時職員
登録受付中

■問合■問合■問合問合先 児先 児先　児先 児童福祉童福祉童福祉童福祉課（内課（内課（内課（内線 34線 34線 34線 9）9）9））

市内保育所
学童保育所

広報五広報五條條平成平成 3030 年２⽉年２⽉号号 第第 83832 号
條
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ごじょうフォトニュース
くらしのメモ
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